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中
国
研
究
集
刊

湯
浅
邦
弘
教
授
退
休
記
念
号
（
第
六
十
九
号
）

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
三
月

一
〇
一

一
一
八
頁

―

江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
の
評
価

─

―

中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
を
題
材
に

藤

居

岳

人

は
じ
め
に

道
家
思
想
に
関
す
る
研
究
は

『
老
子

『
荘
子
』
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い

『
老

、

』

。

子

『
荘
子
』
に
関
す
る
研
究
書
は
す
べ
て
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

』
の
訳
注
書
も
各
種
存
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
『
荘
子
』
を
取
り
上
げ
る
が

『
荘
子
』
の

、

訳
注
書
は
日
本
に
お
い
て
も
す
で
に
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
現
状
で
は

『

』（

）（

、

）（

、

池
田
知
久

荘
子

全
訳
注

上
・
下

講
談
社
学
術
文
庫

二
〇
一
四
年

以
下

池
田
『
荘
子
』
と
称
す
る
）
が
最
も
詳
細
な
訳
注
書
だ
と
い
え
る

。
該
書
の
特

（
注
１
）

徴
は
そ
の
注
釈
に
あ
る
。
非
常
に
詳
細
な
内
容
で
、
中
国
や
日
本
の
主
要
な
注
釈
書
を

ほ
ぼ
網
羅
し
た
う
え
で
池
田
氏
自
身
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
中
国
の
注
釈
書
に
つ
い

て
は
、
厳
霊
峯
編
輯
の
『
無
求
備
斎
荘
子
集
成
初
編

（
台
湾

芸
文
印
書
館
、
一
九
七

』

二
年

『
無
求
備
斎
荘
子
集
成
続
編

（
台
湾

芸
文
印
書
館
、
一
九
七
四
年

『
無
求

）
、

』

）、

備
斎
老
列
荘
三
子
集
成
補
編

（
台
北

成
文
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収
の
多
く
の

』

注
釈
書
を
取
り
上
げ
る

厳
霊
峯
の
上
記
三
種
の
シ
リ
ー
ズ
は

荘
子

の
主
要
な
注
釈

。

『

』

書
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
池
田
『
荘
子
』
は
上
記
三

種
の
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
中
国
や
台
湾
の
『
荘
子
』
注
釈
書
も
少
な

か
ら
ず
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
主
要
な
注
釈
書

。

、

も
ほ
ぼ
網
羅
し
て
参
照
し
て
い
る

現
代
日
本
に
お
け
る
代
表
的
な
訳
注
書
と
し
て
は

赤
塚
忠
『
荘
子

（
上
・
下

（
全
釈
漢
文
大
系
第
一
六
・
一
七
巻
、
集
英
社
、
上
巻
は

』

）

一
九
七
四
年
・
下
巻
は
一
九
七
七
年
に
刊
行

（
以
下
、
赤
塚
『
荘
子
』
と
称
す
る
）
や

）

金
谷
治
『
荘
子

（
全
四
冊

（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
一
～
一
九
八
三
年

（
以
下
、
金
谷

』

）

）

『
荘
子
』
と
称
す
る

、
福
永
光
司
『
荘
子

（
全
六
冊

（
中
国
古
典
選
、
朝
日
新
聞
出

）

』

）

版
、
一
九
七
八
年

（
以
下
、
福
永
『
荘
子
』
と
称
す
る
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
訳

）
『

』

。

、

『

』

注
書
す
べ
て
を
池
田

荘
子

は
取
り
上
げ
る

し
た
が
っ
て

池
田

荘
子

（

）

注
２

を
見
れ
ば
、
現
在
ま
で
の
『
荘
子
』
本
文
の
解
釈
の
様
相
を
ほ
ぼ
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
っ
て
よ
い
。

最
も
詳
細
な
訳
注
書
で
あ
る
池
田
『
荘
子
』
も
そ
う
だ
が
、
赤
塚
『
荘
子
』
な
ど
、

現
代
の
日
本
の
訳
注
書
は
中
国
の
注
釈
書
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
注
釈
書
も
取
り
上
げ

て
い
る
。
池
田
『
荘
子
』
で
は
、
上
述
の
赤
塚
『
荘
子
』
や
金
谷
『
荘
子

、
福
永
『
荘

』
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子
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
あ
と
は
注
２
で
言
及
し
た
諸
研
究
で
あ
る
。

た
だ
、
池
田
『
荘
子
』
は
、
明
治
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
書
に
は
か
な
り
言
及
し
て
い

る
も
の
の
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
の
成
果
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い

な
い
。
こ
の
点
は
や
や
不
十
分
だ
と
い
え
る
。

で
は
、
厳
霊
峯
の
上
記
三
種
の
シ
リ
ー
ズ
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
実
は
『
無
求
備
斎
老

列
荘
三
子
集
成
補
編
』
に
お
い
て
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る

『
無
求
備
斎
老
列
荘
三
子
集
成
補
編
』
は
全
五
六
冊
だ
が
、
そ
の
う
ち
第
四
二
～
五

。

『

』

、

『

』

〇
冊
に
日
本
の

荘
子

研
究
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り

そ
こ
で
江
戸
時
代
の

荘
子

研
究
も
か
な
り
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
岡
松
甕

谷
『
荘
子
考
』
が
第
五
〇
冊

お

う

こ

く

に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
池
田
『
荘
子
』
で
は
こ
の
『
荘
子
考
』
の
注
釈
を
若
干
取
り
上

げ
て
い
る
。
岡
松
甕
谷
は
ま
だ
江
戸
時
代
だ
っ
た
一
八
二
〇
年
（
文
政
三
）
の
生
ま
れ

だ
が

『
荘
子
考
』
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
の
排
印
本
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
刊

、

行
さ
れ
た
注
釈
書
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は
最
も
詳
細
な
訳
注
書
の
池
田

『
荘
子
』
で
す
ら
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
注
釈
書
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
な
い
状
況
だ
と
い
え
る
。
で
は
、
他
の
訳
注
書
は
ど
う
か
。
福
永
『
荘
子
』
は
、

そ
の
「
内
篇
解
説
」
の
項
で
「
徳
川
時
代
に
は

『
荘
子
』
は
広
く
読
ま
れ
な
が
ら

…
…

も

こ
の
書
に
関
す
る
研
究
は

ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
く

岡
松
甕
谷
の

荘

、

、

、

『

子
考

、
杜
多
秀
峰
『
荘
子
覈

玄

、
宇
津
木
益
夫
の
『
解
荘

、
帆
足
万
里
の
『
荘
子

』

』

』

も

り

た

か

く

げ

ん

解
』
な
ど
が
数
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

。
ま
た
、
赤
塚
『
荘

（
注
３
）

子
』
で
は

「
解
説
」
の
項
で
「
こ
の
時
代
〔
江
戸
時
代

筆
者
注
〕
の
も
の
は
、
中
国

、

―

の
郭
象
・
林
希
逸
・

焦

竑
ら
の
解
釈
を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
と
し
、
こ
れ
に
短
評

り

ん

き

い

つ

し

ょ

う

こ

う

を
加
え
る
程
度
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
で
杜
多
秀
峰
の
『
郭
注
荘
子
覈
玄

、
中
井
履

』

軒
の
『
荘
子

雕

題

、
宇
津
木
益
夫
の
『
解
荘
』
な
ど
は
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い

』

ち

ょ

う

だ

い

る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

。

（
注
４
）

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
研
究
に
つ
い
て
、
参
照
す
る
に
値
す

る
も
の
は
多
く
な
い
と
い
う
評
価
が
こ
れ
ま
で
は
主
流
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
と

こ
ろ
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
中
井
履
軒
『
荘
子
雕
題
』
を
研
究
し

て
き
て
お
り
、
そ
の
注
釈
は
か
な
り
高
い
水
準
に
あ
る
と
考
え
て
い
る

。
現
代

（
注
５
）

『

』

『

』

『

』

に
お
け
る
上
述
の

荘
子

訳
注
書
で

荘
子
雕
題

に
言
及
す
る
の
は
赤
塚

荘
子

の
み
だ
が

『
荘
子
雕
題
』
の
独
自
性
や
水
準
の
高
さ
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
江
戸

、

時
代
の
『
荘
子
』
研
究
に
対
す
る
従
来
の
評
価
が
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。
本
稿
は

『
荘
子
雕
題
』
か
ら
う
か
が
え
る
履
軒
の
注
釈

、

態
度
や
注
釈
内
容
の
特
徴
を
検
討
し
て
、
そ
の
注
釈
の
独
自
性
や
水
準
の
高
さ
を
明
ら

か
に
し
、
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
に
対
す
る
従
来
の
評
価
を
見
直
す
必
要
性
を
示

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

『
荘
子
雕
題
』
と
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
と

そ
も
そ
も
履
軒
の
『
荘
子
雕
題

（
以
下

『
雕
題
』
と
称
す
る
）
と
は
ど
の
よ
う
な

』

、

注
釈
書
な
の
だ
ろ
う
か

『
雕
題
』
に
つ
い
て
は
、
注
５
に
お
い
て
言
及
し
た
拙
稿
で
す

。

で
に
論
じ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
確
認
の
た
め
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る

『
雕
題
』
は
、

。

江
戸
時
代
に
広
く
読
ま
れ
た
林
希
逸
『
荘
子
鬳

斎
口
義

（
以
下

『
口
義
』
と
称
す

』

、

け

ん

さ

い

く

ぎ

現
在

『
雕
題
』
の
履
軒

る
）
の
刊
本
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
履
軒
の
注
釈
を
さ
す
。

、

自
筆
本
は
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
自
筆
本
を

影
印
し
た
懐
徳
堂
記
念
会
編
『
荘
子
雕
題

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
が
刊
行
さ

』

『
無
求
備
斎
老
列
荘
三
子
集
成
補
編
』
第
四
七
冊
に
も
寺
町
雅
文

れ
て
い
る
。
上
述
の

に
よ
る
『
雕
題
』
の
写
本
が
収
め
ら
れ
て
お
り

『
雕
題
』
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
い

、

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
『
雕
題
』
は

『
口
義
』
の
注
釈
に
対
す
る
履
軒
の
見
解

、

を
述
べ
た
も
の
が
多
い
た
め
、
必
然
的
に
『
口
義
』
の
解
釈
に
対
す
る
批
判
の
評
言
が

多
い
。
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た
と
え
ば
、
履
軒
は
「
鬳
斎
為
理
学
、
而
好
老
荘
。
毎
多
牽
合
調
停
之
言
。
此
竭
力

引
荘
子
、
附
于
儒
籍
也
（
鬳
斎
は
理
学
を
為
め
て
、
而
も
老
荘
を
好
む
。
毎
に
牽
合
調

お

さ

つ

ね

停
の
言
多
し
。
此
れ
力
を
竭
く
し
て
荘
子
を
引
き
、
儒
籍
に
附
す
な
り

（
在
宥
篇
九

）
」

つ

九
頁

と
述
べ
た
り

鬳
斎
竟
不
失
儒
者
気
象

故
往
々
不
得
荘
子
口
気

鬳
斎
は
竟

）

、「

。

（

つ

い

に
儒
者
の
気
象
を
失
わ
ず
。
故
に
往
々
に
し
て
荘
子
の
口
気
を
得
ず

（
斉
物
論
篇
二

）
」

六
頁
）
と
述
べ
た
り
し
て
い
る

。
す
な
わ
ち

『
口
義
』
は
道
家
思
想
の
書
で
あ

（
注
６
）

、

る
『
荘
子
』
を
儒
学
の
知
識
で
も
っ
て
強
引
に
解
釈
し
て
い
る
の
だ
と
批
判
す
る
。
そ

も
そ
も
林
希
逸
は
宋
学
の
林
光
朝
の
系
統
に
属
す
る
儒
者
で
あ
る
（

宋
元
学
案
』
巻
四

『

七
、
艾

軒
学
案
を
参
照

。
し
た
が
っ
て
、
道
家
思
想
の
書
で
あ
ろ
う
と
、
儒
学
的
に

）

が

い

け

ん

解
釈
す
る
の
は
あ
る
程
度
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

、

『

』

。

そ
れ
に
対
し
て

履
軒
は

荘
子

や
著
者
の
荘
子
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
評
す
る

註
家
嫌
其
虚
誕
、
乃
遷
就
作
解
。

何
必
苦
心
回
護
異
端
之
人
哉
（
註
家
は

…
…

其
の
虚
誕
を
嫌
い
て
、
乃
ち
遷
就
（
こ
じ
つ
け
）
し
て
解
を
作
る
。

何
ぞ

…
…（

注
７
）

必
ず
し
も
苦
心
し
て
異
端
の
人
を
回
護
せ
ん
や

（
天
地
篇
一
〇
四
頁

）
。

）

履
軒
た
ち
儒
者
か
ら
見
れ
ば
『
荘
子
』
は
「
虚
誕
」
の
書
で
あ
り
、
荘
子
は
「
異
端

の
人
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
例
以
外
に
も

『
雕
題
』
で
は
荘
子
を
「
異
端
之
魁

（
在

、

」

宥
篇
九
二
頁
）
や
「
異
端
家

（
至
楽
篇
一
四
七
頁
）
な
ど
と
も
称
し
て
お
り
、
履
軒
は

」

道
家
思
想
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
る
立
場
に
あ
る
。

で
は
、
履
軒
が
『
荘
子
』
を
注
釈
す
る
と
き
の
基
本
的
態
度
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
彼

は
『
口
義
』
の
注
釈
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
、
儒
学
的
解
釈
を
基
本
的
に
認
め
な
い
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
次
の
語
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

。

（

、

読
荘
子
只
以
荘
子
解
之
可
也

切
不
当
引
論
孟
作
拠
焉

荘
子
を
読
む
と
き
は

只
だ
荘
子
を
以
て
之
を
解
せ
ば
可
な
り
。
切
に
当
に
論
孟
を
引
い
て
拠
と
作
す

な

べ
か
ら
ず

（
斉
物
論
篇
一
八
頁
）

）
。

『

』

「

」

、

「

」

そ
も
そ
も

荘
子

は

虚
誕

の
書
で
あ
り

そ
の
著
者
の
荘
子
も

異
端
の
人

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
荒
唐
無
稽
な
内
容
を
有
す
る
『
荘
子
』
の
よ
う
な
書
に
対
し

て

『
論
語
』
や
『
孟
子
』
を
引
用
し
た
う
え
で
強
引
な
儒
学
的
解
釈
を
施
す
よ
り
も
、

、
む
し
ろ
『
荘
子
』
を
道
家
の
書
と
し
て
素
直
に
解
釈
す
る
方
が
よ
い
の
だ
と
履
軒
は
考

え
る
。
す
な
わ
ち

『
口
義
』
の
よ
う
に
『
荘
子
』
に
対
し
て
苦
心
し
て
儒
学
的
解
釈
を

、

施
す
必
要
は
な
い
と
い
う

。

（
注
８
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
履
軒
は
『
口
義
』
の
儒
学
的
解
釈
を
『
雕
題
』
の
各
箇
所

で
批
判
し
て
い
る
。
ま
た

『
口
義
』
に
は
儒
学
的
解
釈
以
外
に
も
種
々
の
強
引
な
解
釈

、

が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
履
軒
の
批
判
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば

『
荘
子
』
全
編
の

、

末
尾
に
『
口
義
』
は
「
諸
家
経
解
、
言
文
法
者
理
或
未
通
、
精
於
理
者
於
文
或
略
。
所

、

。

。

、

以
読
得
不
精
神

解
得
無
滋
味

独
艾
軒
先
生
道
既
高
而
文
尤
精
妙

所
以
六
経
之
説

特
出
千
古
（
諸
家
の
経
解
、
文
法
を
言
う
者
は
理

或
い
は
未
だ
通
ら
ず
、
理
に
精
し

き
者
は
文
に
お
い
て
或
い
は
略
な
り
。
読
み
得
て
精
神
な
ら
ず
、
解
き
得
て
滋
味
無
き

所
以
な
り
。
独
り
艾
軒
先
生
（
林
光
朝
）
の
道
は
既
に
高
く
文
は
尤
も
精
妙
に
し
て
、

六
経
の
説

特
に
千
古
に
出
る
所
以
な
り

」
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
履
軒
は

）

次
の
よ
う
に
い
う
。

、

。

、

、

蓋
鬳
斎
以
精
理
文
法
完
備
自
負

自
比
於
艾
軒
耳

如
論
文
法

往
々
舛
理

…
…

且
其
極
口
賛
嘆
其
妙
者
、
皆
不
能
解
其
義
、
而
徒
以
妙
々
奇
特
嚇
人
、
以
自
蔵
拙

耳
。
読
者
尤
不
可
不
知
也
（
蓋
し
鬳
斎
は
理
に
精
し
く
、
文
法
完
備
す
る
を
以
て
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自
負
し
、
自
ら
艾
軒
に
比
す
の
み
。

如
え
ば
文
法
を
論
ず
れ
ば
、
往
々
に
し

…
…

た

と

て
理
に
舛
き
、
且
つ
其
の
口
を
極
め
て
其
の
妙
を
賛
嘆
す
る
者
は
、
皆
な
其
の
義

そ

む

を
解
す
る
こ
と
能
わ
ず
し
て
、

徒

に
「
妙
々

「
奇
特

〔
の
語
〕
を
以
て
人

」

」

い

た

ず

ら

を
嚇
し
、
以
て
自
ら
拙
を
蔵
す
の
み
。
読
者
は
尤
も
知
ら
ざ
る
可
か
ら
ず

（
天

）
。

お

ど

か

く

下
篇
二
七
一
頁
）

『
口
義
』
で
は
『
荘
子
』
の
諸
注
釈
家
に
つ
い
て

「
文
法
」
の
理
に
も
通
じ
ず
「
理

、

に
精
し
く
」
も
な
い
と
批
判
し
、
た
だ
自
分
の
師
匠
筋
に
あ
た
る
林
光
朝
の
み
が
優
れ

た
学
説
を
説
い
て
い
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
履
軒
に
し
て
み
れ
ば
『
口
義
』
の
注
釈

こ
そ
が
不
十
分
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち

『
口
義
』
は
『
荘
子
』
の
文
章
の
意
味
を
十
分

、

に
理
解
で
き
て
お
ら
ず
、
み
ず
か
ら
の
拙
劣
さ
を
隠
す
た
め
に
「
妙
々
」
や
「
奇
特
」

な
ど
と
い
っ
た
賞
賛
の
語
を
弄
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

。

（
注
９
）

こ
の
よ
う
に
『
雕
題
』
で
は
『
口
義
』
の
儒
学
的
解
釈
や
そ
の
強
引
な
解
釈
を
批
判

す
る
。
特
に
『
口
義
』
の
強
引
な
解
釈
に
対
す
る
批
判
は
『
雕
題
』
の
随
所
に
そ
の
例

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
履
軒
独
自
の
解
釈
の
性
格
を
端
的
に
表

わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
上
が
拙
稿
で
こ
れ
ま
で
論
じ
た
『
雕
題
』
の
特
徴
の
概
要

で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
『
雕
題
』
に
見
え
る
履
軒
独
自
の
解
釈
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か

は
じ
め
に

で
も
述
べ
た
よ
う
に

赤
塚

荘
子

は
履
軒
の

雕

。「

」

、

『

』

『

題
』
に
対
し
て
「
独
自
の
見
解
を
示
し
て
い
る
」
と
評
す
る
。
た
だ
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
点
を
独
自
の
見
解
だ
と
し
て
い
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。
次
章
以
下

『
雕
題
』

、

の
注
釈
に
見
え
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
取
り
上
げ
て
そ
の
解
釈
の
内
容
を
分
類
し

『
雕

、

題
』
の
注
釈
の
独
自
性
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

二

『
荘
子
雕
題
』
に
よ
る
本
文
批
判
（
そ
の
１
）

―

―

そ
の
種
類
と
事
例
と

『
雕
題
』
の
独
自
性
の
一
つ
は
、
そ
の
本
文
批
判
に
あ
る
。
履
軒
の
経
書
注
釈
と
し

て
『
論
語
逢
原
』
や
『
孟
子
逢
原
』
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
履
軒
の
経
書
注
釈
に
お
い

て
も
衍
文
や
脱
文
の
指
摘
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ

『
雕
題
』
は
非
常
に
多
く
の

、

本
文
批
判
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
れ
が
『
雕
題
』
の
最
も
特
徴
的
な
点
だ
と
い
っ
て
よ

い
。
履
軒
も
儒
者
で
あ
る
か
ら
、
本
来
、
中
国
古
典
の
本
文
批
判
に
は
か
な
り
の
躊
躇

の
意
識
が
働
い
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

『
論

、

語
逢
原
』
や
『
孟
子
逢
原
』
な
ど
の
履
軒
の
経
書
注
釈
に
お
い
て
、
す
で
に
本
文
批
判

の
指
摘
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
履
軒
に
と
っ
て
本
文
批
判
を
忌
避
す
る
意
識
は
、
他
の

儒
者
に
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
合
理
的
精
神
が

表
わ
れ
た
一
例
だ
と
も
い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
『
雕
題
』
に
お
け
る
彼
の
本
文
批
判
の
例
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る

『
雕

。

題
』
の
本
文
批
判
は
、
ａ
．
衍
字
衍
文
の
指
摘
、
ｂ
．
脱
字
脱
文
の
指
摘
、
ｃ
．
誤
字

の
指
摘
、
ｄ
．
本
文
の
錯
誤
の
指
摘
、
ｅ
．
本
文
へ
の
讒
入
の
指
摘
、
の
六
種
類
に
分

類
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
履
軒
の
注
釈
に
は
、
本
文
批
判
の
根
拠
や
意
図
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
る
事
例
と
説
明
の
な
い
事
例
と
が
あ
る
。
本
章
で
は

『
雕
題
』
に
お
い

、

て
本
文
批
判
に
あ
た
っ
て
の
説
明
の
な
い
事
例
を
検
討
す
る
。

ａ
．
衍
字
衍
文
の
指
摘

①
逍
遙
遊
篇
一
三
頁

［

］

、

（

、

）
。

本
文

是
其
言
也

猶
時
女
也

是
れ
其
の
言
や

猶
時
の

女

の
ご
と
き
な
り

、

な

お

こ

な

ん

じ
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［
雕
題
］
女
字
疑
衍
（
女
の
字

疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

②
逍
遙
遊
篇
一
四
頁

［
本
文
］
以
盛
水
漿
、
其
堅
不
能
自
挙
也
（
以
て
水
漿
を
盛
れ
ば
、
其
れ
堅
く
し
て
自

、

お

も

ら
挙
ぐ
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り

。）

［
雕
題
］
自
字
疑
衍
（
自
の
字

疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

③
斉
物
論
篇
二
一
頁

［
本
文
］
彼
出
於
是
、
是
亦
因
彼
。
彼
是
方
生
之
説
也
。
雖
然
、
方
生
方
死
、
方
死
方

、
、

生
、

（
彼
は
是
れ
よ
り
出
て
、
是
れ
も
亦
た
彼
に
因
る
。
彼
是
方
生
の
説
な

…
…

り
。
然
り
と
雖
も
、
方
に
生
じ
方
に
死
し
、
方
に
死
し
方
に
生
じ
、

）

…
…

ま

さ

［
雕
題
］
雖
然
二
字
疑
衍
（
雖
然
の
二
字

疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

④
斉
物
論
篇
二
四
頁

［
本
文
］
有
成
與
虧
、
故
昭
氏
之
鼓
琴
也
。
無
成
與
虧
、
故
昭
氏
之
不
鼓
琴
也
（
成
と

、

、

虧
と
有
る
は
、
故
よ
り
昭
氏
の
琴
を
鼓
す
る
な
り
。
成
と
虧
と
無
き
は
、
故
よ
り

も

と

昭
氏
の
琴
を
鼓
せ
ざ
る
な
り

。）

［
雕
題
］
両
故
字
疑
衍
（
両
つ
な
が
ら
の
故
の
二
字

疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

①
②
③
④
は
、
逍
遙
遊
篇
と
斉
物
論
篇
と
の
み
か
ら
の
引
用
だ
が
、
他
篇
に
も
衍
字

衍
文
を
指
摘
す
る
事
例
が
数
多
く
見
え
る
。
ち
な
み
に
①
②
③
④
の
例
は
す
べ
て
履
軒

が
衍
字
だ
と
指
摘
す
る
文
字
を
取
り
除
け
ば
、
確
か
に
文
意
は
す
っ
き
り
す
る
。
た
と

え
ば
、
①
の
「
女
」
の
字
を
除
け
ば
「
是
れ
其
の
言
や
、
猶
時
く
の
ご
と
き
な
り
」
と

な

お

か

な
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
本
来
、
中
国
古
典
の
本
文
は
、
で
き
る
限
り
変
改
せ
ず
に
解

釈
す
る
こ
と
が
基
本
的
立
場
で
あ
る
。
①
の
場
合
、
諸
注
釈
書
の
う
ち

『
口
義
』
な
ど

、

「

（

）
」

、

「

、

は

女
与
汝
同

女
は
汝
と
同
じ

と
述
べ
て

上
記
し
た
よ
う
に

是
れ
其
の
言
や

猶
時
の

女

の
ご
と
き
な
り
」
と

「
女
」
の
字
を
残
し
つ
つ
何
と
か
し
て
解
釈
し
よ

、

な

お

こ

な

ん

じ

う
と
腐
心
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『
雕
題
』
は
そ
の
よ
う
な
意
識
が
薄
い
の
で
あ

、

る
。ｂ

．
脱
字
脱
文
の
指
摘

①
逍
遙
遊
篇
九
頁

［
本
文
］
故
九
万
里
則
風
斯
在
下
矣
。
而
後
乃
今
培
風
背
負
青
天
而
莫
之
夭
閼
者
（
故

、
、

に
九
万
里
な
れ
ば
則
ち
風
は
斯
れ
下
に
在
り
。
而
る
後
に
乃
ち
今

培
風
あ
り
て

こ

背
に
青
天
を
負
い
て
之
を
夭

閼
す
る
者
莫
し

。）

よ

う

あ

つ

［
雕
題
］
培
風
之
上
、
脱
乗
駕
等
字
（
培
風
の
上
、
乗
駕
等
の
字
を
脱
す

。）

②
人
間
世
篇
四
一
頁

本
文

若
然
者

人
謂
之
童
子

是
之
謂
与
天
為
徒

外
曲
者

与
人
之
為
徒
也

然

［

］

、

、

。

、

（

、

る
が
若
き
者
は
、
人

之
を
童
子
と
謂
い
、
是
れ
を
之
天
と
徒
為
る
と
謂
う
。

ご

と

こ

れ

外
に
曲
が
る
者
は
、
人
と
之
徒
為
る
な
り

。）

こ

れ

［
雕
題
］
徒
下
、
疑
脱
也
字

（

与
天
為
徒
の
〕
徒
の
下
、
疑
う
ら
く
は
也
の
字
を
脱

。
〔

す

）。

③
徐
無
鬼
篇
一
九
六
頁

［
本
文
］
我
将
労
君
。
君
有
何
労
於
我
（
我

将
に
君
を

労

わ
ん
と
す
。
君
有
た
何

、

ね

ぎ

ら

ま

ぞ
我
を
労
わ
ん

。）

［

］

、

（
〔

〕

、

）
。

雕
題

労
下

疑
脱
於
字

我
将
労
君
の

労
の
下

疑
う
ら
く
は
於
の
字
を
脱
す
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④
則
陽
篇
二
一
二
頁

［
本
文
］
昔
予
為
禾
、
耕
而
鹵
莽
之
、
則
其
実
亦
鹵
莽
而
報
予
。
芸
而
滅
裂
之
、
其
実
、
、

亦
滅
裂
而
報
予
（
昔
、
予

禾
を
為
る
に
、
耕
し
て
之
を
鹵
莽
に
す
れ
ば
、
則

わ

れ

い

ね

つ

く

ろ

も

う

ち
其
の
実
り
も
亦
た
鹵
莽
に
し
て
予
に
報
ず
。

芸

り
て
之
を
滅
裂
に
す
れ
ば
、

く

さ

ぎ

其
の
実
り
も
亦
た
滅
裂
に
し
て
予
に
報
ず

。）

［
雕
題
］
其
実
之
上
、
疑
脱
則
字
（

其
実
亦
滅
裂
の
〕
其
実
の
上
、
疑
う
ら
く
は
則
の

〔

字
を
脱
す

。）

①
は
文
脈
か
ら
見
た
履
軒
の
指
摘
で
あ
る

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

雕
題

は

口

。

、『

』

『

義
』
の
刊
本
の
余
白
に
記
さ
れ
た
履
軒
の
注
釈
だ
が
、
同
部
分
の
『
口
義
』
に
「
培
、

。

。

、

（

。

厚
也

九
万
里
之
風
乃
可
謂
之
厚
風

如
此
厚
風

方
能
負
載
鵬
翼

培
は
厚
き
な
り

九
万
里
の
風
乃
ち
之
を
厚
風
と
謂
う
可
し
。
此
く
の
如
き
厚
風
は
、
方
に
能
く
鵬
翼
を

ま

さ

負
載
す

逍
遙
遊
篇
一
〇
頁

と
あ
り

恐
ら
く
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
履
軒
も

口

）
」（

）

、

『

』

。

、「

」

「

」「

」

義

の
解
釈
に
従
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

し
た
が
っ
て

培
風

の
上
に

乗

駕

な
ど
の
字
を
補
っ
て
「
培
風
に
乗
る
」
あ
る
い
は
「
培
風
に
駕
る
」
と
訓
む
べ
き
だ
と

の

い
う
。
ち
な
み
に
諸
家
は
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
が
「
培
之
言
馮
也
。
馮
、
乗
也
（
培

は
之
馮
を
言
う
な
り
。
馮
、
乗
る
な
り

」
と
述
べ
る
説
に
従
っ
て
「
風
に
培
り
て
」

）

こ

れ

の

と
訓
む
こ
と
が
多
い

。

（
注

）
10

①
以
外
の
例
は
、
た
い
て
い
本
文
の
上
下
の
言
い
ま
わ
し
に
合
わ
せ
る
た
め
の
指
摘

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
②
の
指
摘
は
「
与
天
為
徒
」
の
下
に
「
与
人
之
為
徒
也
」
と
あ

り
、
そ
の
下
部
の
表
現
と
合
わ
せ
る
意
図
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
与
人
之
為
徒
也
」

の

之

の
字
が
余
計
だ
が

そ
れ
に
つ
い
て
は

雕
題

で
は
テ
キ
ス
ト
本
文
に

与

「

」

、

『

』

「

人
之
為
徒
也
」
と
、
朱
で
「
之
」
の
字
を
囲
ん
で
衍
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
は
「
我
将
労
君
」
の
下
に
「
君
有
何
労
於
我
」
と
あ
り
、
同
じ
く
下
部
の
表
現
に
合

わ
せ
る
意
図
で
あ
る
。
④
も
同
様
に
「
其
実
亦
滅
裂
」
の
上
に
「
則
其
実
亦
鹵
莽
」
と

あ
っ
て
上
部
の
表
現
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の
指
摘
で
あ
る
。

ｃ
．
誤
字
の
指
摘

①
逍
遙
遊
篇
九
頁

［
本
文
］
蜩
与
鷽
鳩
笑
之
曰
、

（
蜩
と
鷽
鳩
と
之
を
笑
い
て
曰
く
、

）

…
…

…
…

、

［
雕
題
］
鷽
当
作
鸒
字
之
訛
耳
（
鷽
は
当
に
鸒
の
字
の

訛

り
と
作
す
べ
き
の
み

。
）

あ

や

ま

な

②
大
宗
師
篇
六
五
頁

［
本
文
］
朝
徹
而
後
能
見
独
（
朝
徹
し
て
而
る
後
に
能
く
独
を
見
る

。）

、

［
雕
題
］
朝
疑
朗
之
譌
（
朝

疑
う
ら
く
は
朗
の

譌

り
な
り

。）

あ

や

ま

③
大
宗
師
篇
六
五

［
本
文
］
殺
生
者
不
死
、
生
生
者
不
生
（
生
を
殺
す
者
は
死
せ
ず
、
生
を
生
ず
る
者
は

、
、

生
ぜ
ず

。）

［
雕
題
］
生
生
者
、
疑
生
死
者
之
譌
（
生
を
生
ず
る
者
、
疑
う
ら
く
は
死
を
生
ず
る
者

の

譌

り
な
り

。）

あ

や

ま

①
の
「
鷽
鳩
」
は
諸
説
が
あ
っ
て
小
鳩
の
意
と
す
る
注
釈
が
多
い
が

『
経
典
釈
文
』

、

「

、

（

、

）
」

、

に
も

本
或
作
鸒

音
預

本
と
或
い
は
鸒
に
作
る

音
は
預
な
り

と
あ
る
よ
う
に

も

履
軒
も
鸒
鳩
の
意
だ
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
履
軒
が
そ
の
よ
う
に
解
す
る
論
拠
は
不

明
で
あ
る
。
②
は
同
箇
所
の
『
口
義
』
に
「
朝
徹
者
、
胸
中
朗
然
、
如
在
天
平
旦
澄
徹

（

、

、

）」

之
気
也

朝
徹
と
は

胸
中
朗
然
と
し
て

天
に
在
り
て
平
旦
澄
徹
の
気
の
如
き
な
り

と
あ
る
こ
と
か
ら

『
口
義
』
の
解
釈
を
参
考
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
③
は
文
脈

、

か
ら
判
断
し
て
の
説
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
他
に
『
雕
題
』
と
同
様
の
説
を
説
く
注
釈
は
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管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

ｄ
．
本
文
の
錯
誤
の
指
摘

①
人
間
世
篇
三
八
頁

［

］

（

、

）
。

本
文

死
者
以
国
量
乎
沢
若
蕉

死
者

国
を
以
て
量
り

沢
に
お
け
る
蕉
の
若
し

、
、
、
、
、
、
、

ご

と

［
雕
題
］
以
国
至
若
蕉
七
字
、
蓋
有
錯
誤
也
。
註
妄
作
解
。
不
可
従
（
以
国
よ
り
若
蕉

、

。

。

）
。

に
至
る
七
字

蓋
し
錯
誤
有
る
な
り

註
は
妄
り
に
解
を
作
る

従
う
可
か
ら
ず

②
徳
充
符
篇
五
五
頁

［
本
文
］

且
而
雌
雄
合
乎
前
。
是
必
有
異
乎
人
者
也
（

且
つ
而
し
て
雌
雄

…
…

…
…

、
、
、
、
、
、
、

前
に
合
ま
る
。
是
れ
必
ず
人
に
異
な
る
者
有
る
な
り

。）

あ

つ

［
雕
題
］
且
而
雌
雄
合
乎
前
一
句
、
全
然
不
通
。
必
有
錯
誤
也
（
且
而
雌
雄
合
乎
前
の

一
句
、
全
然
通
じ
ず
。
必
ず
錯
誤
有
る
な
り

。）

③
徳
充
符
篇
五
五
頁

［
本
文
］
為
天
子
之
諸
御
、
不
爪
翦
、
不
穿
耳
。
取
妻
者
止
於
外
、
不
得
復
使
。
形
全

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

猶
足
以
為
爾
。
而
況
全
徳
之
人
乎

（
天
子
の
諸
御
と
為
れ
ば
、
翦
を
爪
ら
ず
、

つ

め

き

耳
を
穿
た
ず
。
妻
を
取
る
者
は
外
に
止
ま
り
て
、
復
た
使
う
こ
と
を
得
ず
。
形

う

が

め

と

ま

。

）
。

全
き
も
の
す
ら
猶
以
て
爾
り
と
為
す
に
足
る

而
る
を
況
ん
や
全
徳
の
人
を
や

な

お

し

か

し

か

［
雕
題
］
所
取
何
在
。
此
十
字
恐
錯
文
（
取
る
所
は
何
く
に
在
ら
ん
。
此
の
〔

取
妻

「

い

ず

者
止
於
外
不
得
復
使
」
の
〕
十
字
は
恐
ら
く
は
錯
文
な
り

。）

①
②
③
と
も
に
諸
注
釈
家
の
解
釈
が
分
か
れ
る
箇
所
だ
が

『
雕
題
』
の
よ
う
に
明
確

、

に
「
錯
誤
有
り

「
錯
文
」
な
ど
と
指
摘
す
る
注
釈
は
な
く
、
意
味
が
通
る
よ
う
に
何
と

」

か
し
て
解
釈
し
よ
う
と
腐
心
す
る
注
釈
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
①
に
つ
い

て

『
口
義
』
で
は
「
軽
民
之
生
而
戕
賊
之
。
量
其
国
中
、
前
後
見
殺
者
、
若
沢
中
之
蕉

、
然
。
謂
軽
民
如
草
芥
也
（

衛
君
は
〕
民
の
生
を
軽
ん
じ
て
之
を

戕

賊
す
（
殺
す

。

〔

）

し

ょ

う

ぞ

く

其
の
国
中
を
量
れ
ば
、
前
後
に
殺
さ
る
る
者
、
沢
中
の
蕉
の
若
く
然
り
。
民
を
軽
ん
ず

ご

と

る
こ
と
草

芥
の
如
き
を
謂
う
な
り

（
人
間
世
篇
三
八
頁
）
と
述
べ
て
、
上
述
し
た

）
」

そ

う

か

い

よ
う
な
「
死
者

国
を
以
て
量
り
、
沢
に
お
け
る
蕉
の
若
し
」
と
い
う
訓
読
に
な
る
。

ま
た
、
赤
塚
『
荘
子
』
で
は

『
口
義
』
と
同
様
の
訓
読
を
成
玄
英
説
と
し
て
紹
介
し
、

、

他
に
林
雲
銘
説
・
郭
慶
藩
説
・
奚
侗
説
・
馬
叙
倫
説
な
ど
を
紹
介
し
た
う
え
で

「
死
者

、

は
、
国
に
以
て
し
、
沢
に
量
ち
て
、
蕉
か
る
る
が
若
し
」
と
自
身
の
訓
読
を
提
示
し

お

い

み

や

ご

と

て
お
り
、
こ
の
箇
所
の
解
釈
が
諸
説
紛
々
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
る

。

（
注

）
11

ｅ
．
本
文
へ
の
讒
入
の
指
摘

①
斉
物
論
篇
一
八
～
一
九
頁

［

］

、

、

、

、

。

、

本
文

喜
怒
哀
楽

慮
嘆
変
慹

姚
佚
啓
態

楽
出
虚

蒸
成
菌

日
夜
相
代
乎
前

、
、
、

、
、
、

而
莫
知
其
所
萌
（
喜
怒
哀
楽
、
慮

嘆

変

慹

、

姚

佚

啓

態
、
楽
は
虚
よ
り

り

ょ

た

ん

へ

ん

し

ゅ

う

ち

ょ

う

い

つ

け

い

た

い

出
て
、
蒸
は
菌
と
成
る
が
ご
と
し
。
日
夜

前
に
相
代
わ
り
て
、
其
の
萌
す
所
を

知
る
莫
し

。）

［

］

、

。

。

（

、

雕
題

楽
出
虚
二
句

当
在
下
章
之
首

不
然
錯
簡
耳

註
大
牽

楽
出
虚
の
二
句

当
に
下
章
の
〔

日
夜
相
代
乎
前
」
の
〕
首
に
在
る
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
錯
簡
な
る

「

の
み
。
註
は
大
い
に
牽
（
こ
じ
つ
け
）
な
り

。）

②
天
地
篇
一
一
一
頁
（

孝
子
不
諛
其
親
、
忠
臣
不
諂
其
君
、
臣
子
之
盛
也
（
孝
子

其

「

の
親
に

諛

ら
ず
、
忠
臣

其
の
君
に

諂

わ
ざ
る
は
、
臣
子
の
盛
ん
な
る
な
り

」
章

）

お

も

ね

へ

つ

ら

の
後
部
）
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［
本
文
］
厲
之
人
夜
半
生
其
子
、
遽
取
火
而
視
之
、
汲
汲
然
惟
恐
其
似
己
也

（
厲
の
人

夜
半
に
其
の
子
を
生
め
ば
、

遽

に
火
を
取
り
て
之
を
視
る
、
汲
汲
然
と
し
し

に

わ

か

て
惟
だ
其
の
己
に
似
ん
こ
と
を
恐
る
る
な
り

。）

［
雕
題
］
是
節
蓋
錯
簡
。
宜
在
上
文
知
其
愚
之
前
（
是
節

蓋
し
錯
簡
な
り
。
宜
し
く

上
文
の
知
其
愚
の
前
に
在
る
べ
し

。）

③
天
道
篇
一
一
八
頁
（

昔
者
舜
問
於
堯
曰
、
天
王
之
用
心
何
如
（
昔
者

舜
は
堯
に
問

「

む

か

し

い
て
曰
く
、
天
王
の
心
を
用
い
る
こ
と
何
如
と

」
章
の
冒
頭
）

）

雕
題

是
篇
首
至
是
節
頗
不
類
乎
荘
生
筆
力
口
気

或
恐
後
人
之
附
益
讒
入
焉
者

篇

［

］

。

（

首
よ
り
是
節
に
至
る
ま
で

頗

る
荘
生
の
筆
力
口
気
に
類
せ
ず
。
或
い
は
恐
ら
く

す

こ

ぶ

は
後
人
の
附
益
讒
入
す
る
者
な
り

。）

④
天
運
篇
一
二
四
頁
（

北
門
成
問
於
黄
帝
曰
（
北
門
成

黄
帝
に
問
い
て
曰
く

」
章

「

）

の
後
部
）

［

］

、

。

、

、

本
文

吾
又
奏
之
以
無
怠
之
声

調
之
以
自
然
之
命

或
謂
之
死

或
謂
之
生

…
…

或
謂
之
実
、
或
謂
之
栄
、
行
流
散
徙
、
不
主
常
声
。
世
疑
之
、
稽
於
聖
人
。
聖
也

、
、
、

、
、
、
、

、
、

者
、
達
於
情
而
遂
於
命
也
。
天
機
不
張
而
五
官
皆
備
、
此
之
謂
天
楽
、
無
言
而
心

、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

悦
。
故
有
焱
氏
為
之
頌
曰
、

（
吾

又
た
之
を
奏
す
る
に
無
怠
の
声
を
以
て

…
…

し
、
之
を

調

う
る
に
自
然
の
命
を
以
て
す
。

或
い
は
之
を
死
と
謂
い
、
或

…
…

と

と

の

い
は
之
を
生
と
謂
い
、
或
い
は
之
を
実
と
謂
い
、
或
い
は
之
を
栄
と
謂
い
、
行
流

散
徙
し
て
、
常
声
を
主
と
せ
ず
。
世
は
之
を
疑
い
て
、
聖
人
に
稽
す
。
聖
な
る
者

た

だ

は
、
情
に
達
し
て
命
を
遂
ぐ
る
な
り
。
天
機
張
ら
ず
し
て
五
官
皆
な
備
わ
る
、
此

れ
を
之
天
楽
と
謂
い
、
無
言
に
し
て
心
悦
ぶ
。
故
に
有

焱
氏

之
が
頌
を
為
り

こ

れ

ゆ

う

え

ん

し

つ

く

て
曰
く
、

）

…
…

［
雕
題
］
世
疑
之
至
謂
天
楽
七
句
、
疑
錯
簡
。
是
与
上
下
文
不
相
連
属
。
註
家
妄
作
解

耳
（
世
疑
之
よ
り
謂
天
楽
に
至
る
七
句
、
錯
簡
を
疑
う
。
是
れ
上
下
文
と
相
連
属

せ
ず
。
註
家
は
妄
り
に
解
を
作
る
の
み

。）

①
②
③
④
す
べ
て
『
雕
題
』
の
よ
う
に
明
確
に
本
文
讒
入
説
を
説
く
注
釈
は
管
見
の

限
り
見
当
た
ら
な
い

た
と
え
ば

①
に
つ
い
て
は

雕
題

が
書
き
入
れ
ら
れ
た

口

。

、

、『

』

『

義
』
の
刊
本
で
は
「
楽
出
虚
、
蒸
成
菌
」
と
「
日
夜
相
代
乎
前
」
と
の
間
に
『
口
義
』

の
注
釈
が
記
さ
れ
て
お
り

「
楽
出
虚
、
蒸
成
菌
」
の
前
に
『
口
義
』
の
注
釈
を
差
し
挟

、

ん
で

楽
出
虚

蒸
成
菌

日
夜
相
代
乎
前

と
連
続
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が

雕

「

、

。

」

『

題
』
の
主
張
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
口
義
』
で
は
「
其
人

実
皆
不
自
由
、
如
楽
之
出

…
…

於
虚
、
如
気
之
蒸
成
菌
（
其
人

実
に
皆
な
自
由
な
ら
ざ
る
こ
と
、
楽
の
虚
に
出
る

…
…

が
如
く
、
気
の
蒸

菌
と
成
る
が
如
し

」
と
述
べ
て

「
楽
出
虚
、
蒸
成
菌
」
に
つ
い

）

、

て
、
人
間
の
不
自
由
な
様
相
を
形
容
し
た
も
の
だ
と
解
し
て
い
る
が

『
雕
題
』
は
『
口

、

義

の
解
釈
を
牽
強
付
会
だ
と
断
じ
て
い
る

実
際

他
に
も
金
谷

荘
子

で
は

楽

』

。

、

『

』

「

出
虚
、
蒸
成
菌
」
に
つ
い
て
、
前
後
と
の
関
係
も
悪
い
こ
と
か
ら
、
原
文
の
字
句
に
誤

り
が
あ
る
こ
と
を
疑
っ
て
い
る

。

（
注

）
12

上
記
の
よ
う
に
、
ａ
か
ら
ｅ
ま
で
『
雕
題
』
に
よ
る
本
文
批
判
の
例
を
見
て
き
た
。

本
文
批
判
の
事
例
は
上
述
の
例
に
止
ま
ら
ず
枚
挙
に

遑

が
な
い
。
上
述
の
例
の
よ
う

い

と

ま

に
『
雕
題
』
に
は
批
判
の
意
図
を
記
さ
な
い
項
目
が
多
く
、
そ
の
意
図
は
こ
ち
ら
で
類

推
す
る
他
は
な
い
が
、
た
い
て
い
類
推
は
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
他
に
も
本
文
批
判
の

意
図
を
述
べ
ず
に
、
単
に
衍
字
や
脱
字
な
ど
の
指
摘
を
す
る
だ
け
の
事
例
は
『
雕
題
』

に
多
い
が
、
指
摘
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。

で
は

『
雕
題
』
に
見
え
る
本
文
批
判
の
意
図
に
つ
い
て
、
指
摘
の
理
由
を
述
べ
て
い

、

る
箇
所
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
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三

『
荘
子
雕
題
』
に
よ
る
本
文
批
判
（
そ
の
２
）

―

―

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

本
章
で
は
、
本
文
批
判
の
根
拠
や
意
図
に
言
及
す
る
『
雕
題
』
の
事
例
を
取
り
上
げ

て
、
履
軒
の
注
釈
態
度
の
特
徴
を
探
る
契
機
と
す
る
。

ま
ず
は
『
雕
題
』
の
「
文
勢

（
文
章
の
勢
い
）
を
根
拠
と
す
る
事
例
に
つ
い
て
検
討

」

す
る
。

①
逍
遙
遊
篇
九
頁

［
本
文
］

故
九
万
里
則
風
斯
在
下
矣
。
而
後
乃
今
培
風
、
背
負
青
天
而
莫
之
夭
閼

…
…

、
、
、
、

者
。
而
後
乃
今
将
図
南
（

故
に
九
万
里
な
れ
ば
則
ち
風
は
斯
れ
下
に
在
り
。

…
…

、
、
、
、

こ

而
る
後
に
乃
ち
今

培
風
あ
り
て
、
背
に
青
天
を
負
い
て
之
を
夭

閼
す
る
者
莫

よ

う

あ

つ

し
。
而
る
後
に
乃
ち
今

将
に
南
を
図
ら
ん
と
す

。）

［
雕
題
］
而
後
乃
今
重
複
失
文
勢
。
蓋
上
句
衍
文
耳
（
而
後
乃
今
は
重
複
し
て
文
勢
を

失
う
。
蓋
し
上
句
は
衍
文
な
る
の
み

。）

②
天
地
篇
一
一
一
頁

［
本
文
］

是
故
高
言
不
止
於
衆
人
之
心
。
至
言
不
出
、
俗
言
勝
也
（

是
の
故

…
…

…
…

、
、
、
、

に
高
言
は
衆
人
の
心
に
止
ま
ら
ず
。
至
言

出
ざ
る
は
、
俗
言
勝
れ
ば
な
り

。
）

い

で

［
雕
題
］
至
言
不
出
之
下
、
疑
脱
文
。
蓋
上
文
之
対
語
、
有
於
衆
人
之
心
之
耦
也
。
古

人
雖
不
重
対
耦
、
而
文
勢
有
不
得
不
然
者
（
至
言
不
出
の
下
、
疑
う
ら
く
は
脱
文

あ
り
。
蓋
し
上
文
の
対
語
に
し
て
、
於
衆
人
之
心
の
耦
有
る
な
り
。
古
人
は
対
耦

を
重
ん
ぜ
ず
と
雖
も
、
文
勢
に
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
者
有
れ
ば
な
り

。）

『

』

「

」

。

、「

」

雕
題

中
に
履
軒
は
何
箇
所
も

文
勢

の
語
を
使
用
し
て
い
る

た
だ

文
勢

の
語
は
や
や
意
味
の
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
。
①
の
「
而
後
乃
今
」
の
う
ち
「
而
後
」
の

語
が
衍
文
だ
と
い
う
『
雕
題
』
の
説
は
他
の
注
釈
に
あ
ま
り
見
え
ず
、
ま
た

「
文
勢
」

、

の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
曖
昧
で
あ
る

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は

む
し
ろ
逆
に

而

。

、

「

後
乃
今
」
を
連
文
と
見
な
せ
ば
問
題
は
な
い
と
す
る
論
者
も
い
る

。

（
注

）
13

①
と
比
較
す
れ
ば
、
②
は
ま
だ
意
図
が
わ
か
り
や
す
い
。
す
な
わ
ち

「
高
言
」
以
下

、

「

」

。

の
文
章
と

至
言

以
下
の
文
章
と
を
整
合
さ
せ
る
べ
き
だ
と
の
履
軒
の
主
張
で
あ
る

、「

」

「

」

具
体
的
な
文
言
は
不
明
だ
が

高
言
不
止
於
衆
人
之
心

と

至
言
不
出
□
□
□
□
□

（
□
は
補
う
べ
き
語
を
示
す
）
と
を
対
句
に
し
て
、
文
章
の
流
れ
を
滑
ら
か
に
す
べ
き

だ
と
履
軒
は
い
う
。
た
だ
、
①
で
も
述
べ
た
よ
う
に
「
文
勢
」
の
語
は
論
者
に
よ
っ
て

評
価
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
訓
詁
の
語
と
し
て
は
や
や
不
適
切
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
語

で
あ
ろ
う
。

次
に
「
文
例

（
文
脈
）
を
根
拠
と
す
る
事
例
を
検
討
す
る
。

」

③
天
運
篇
一
二
三
頁

［
本
文
］

故
曰
、
以
敬
孝
易
、
以
愛
孝
難
。
以
愛
孝
易
、
而
忘
親
難
。
忘
親
易
、

…
…

、

使
親
忘
我
難
。
使
親
忘
我
易
、
兼
忘
天
下
難
（

故
に
曰
く
、
敬
を
以
て
孝
な

…
…

る
は
易
く
、
愛
を
以
て
孝
な
る
は
難
し
。
愛
を
以
て
孝
な
る
は
易
く
、
親
を
忘
る

る
は
難
し
。
親
を
忘
る
る
は
易
く
、
親
を
し
て
我
を
忘
れ
使
む
る
は
難
し
。
親
を

し
て
我
を
忘
れ
使
む
る
は
易
く
、
天
下
を
兼
ね
忘
る
る
は
難
し

。）

［
雕
題
］
拠
文
例
、
而
字
疑
衍
（
文
例
に
拠
れ
ば
、
而
の
字

疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

④
秋
水
篇
一
三
八
頁

…
…

…
…

［
本
文
］

是
故
大
知
観
於
遠
近
。
故
小
而
不
寡
、
大
而
不
多
。
知
量
無
窮
（

、
、

是
の
故
に
大
知
は
遠
近
を
観
る
。
故
に
小
な
れ
ど
も
寡
な
し
と
せ
ず
、
大
な
れ
ど

す

く
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も
多
し
と
せ
ず
。
量
の
窮
ま
り
無
き
を
知
れ
ば
な
り

。）

［

］

、

、

。

（

、

雕
題

拠
文
例

無
窮
之
下

蓋
脱
也
字

是
句
解
上
文
之
意
也

文
例
に
拠
れ
ば

無
窮
の
下
、
蓋
し
也
の
字
を
脱
す
。
是
の
句

上
文
の
意
を
解
せ
ば
な
り

。）

③
は
上
述
の
「
文
勢
」
の
語
と
同
じ
く
前
後
の
続
き
具
合
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
の

履
軒
の
主
張
で
あ
る
。
④
も
同
様
に
文
脈
に
よ
っ
て
履
軒
が
判
断
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
文
例
」
の
語
も
「
文
勢
」
と
同
様
に
履
軒
の
語
感
に
根
拠
が
あ

る
も
の
だ
か
ら
、
訓
詁
の
論
拠
と
し
て
は
必
ず
し
も
強
い
と
は
い
え
な
い
。

こ
れ
ま
で
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、
論
拠
の
不
明
確
な
『
雕
題
』
の
解
釈
ば
か
り
か
と

い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
注
釈
の
論
拠
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
た
箇
所
も
あ
る
。

最
後
に
「
文
勢

「
文
例
」
と
い
っ
た
曖
昧
な
根
拠
で
は
な
く
、
詳
細
な
根
拠
を
述
べ

」

た
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

⑤
山
木
篇
一
五
八
頁

［
本
文
］
若
夫
万
物
之
情
人
倫
之
伝
、
則
不
然
。
合
則
離
、
成
則
毀
、
廉
則
挫
、
尊
則

議
、
有
為
則
虧
、
賢
則
謀
、
不
肖
則
欺
。
胡
可
得
而
必
乎
哉
。
悲
夫
（
夫
の
万
物

、
、
、
、

の
情
・
人
倫
の
伝
の
若
き
は
、
則
ち
然
ら
ず
。
合
え
ば
則
ち
離
れ
、
成
れ
ば
則
ち

ご

と

毀
た
れ
、
廉
な
れ
ば
則
ち
挫
け
、
尊
な
れ
ば
則
ち

議

き
、
為
す
有
れ
ば
則
ち
虧

か

た

む

か

け
、
賢
な
れ
ば
則
ち
謀
ら
れ
、
不
肖
な
れ
ば
則
ち
欺
か
る
。
胡
ぞ
得
て
必
す
可

な

ん

ひ

っ

け
ん
や
。
悲
し
い
か
な

。）

［
雕
題
］
有
為
則
虧
四
字
、
疑
衍
（
有
為
則
虧
の
四
字
、
疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

有
為
則
虧
、
与
上
文
成
毀
意
略
同
。
註
有
心
及
名
字
並
謬
。
又
下
章
有
名
成
者
虧

句
、
虧
字
与
成
対
、
与
為
不
対
。
且
上
下
文
並
耦
対
、
而
是
句
独
隻
。
又
与
上
文

意
複
、
似
無
発
明
。
蓋
註
文
誤
入
正
文
者
（
為
す
有
れ
ば
則
ち
虧
く
と
は
、
上
文

の
成
毀
の
意
と
略
ぼ
同
じ
。
註
の
有
心
及
び
名
の
字
は
並
び
に
謬
な
り
。
又
た
下

ほ

章
に
名
成
者
虧
の
句
有
り
、
虧
の
字
は
成
と
対
に
し
て
、
為
と
対
せ
ず
。
且
つ
上

下
の
文
は
並
び
に
耦
対
な
れ
ど
も

是
の
句
の
み
独
り
隻
た
り

又
た
上
文
と
意
複

、

。

か

さ

な
り
て
、
発
明
無
き
に
似
る
。
蓋
し
註
文
の
正
文
に
誤
入
す
る
者
な
り

。）

「

」

。

⑤
で
は

有
為
則
虧

の
語
が
衍
文
だ
と
指
摘
す
る
意
図
を
履
軒
は
説
明
し
て
い
る

す
な
わ
ち

「
有
為
則
虧
」
は
上
文
に
見
え
る
「
成
則
毀
」
と
意
味
が
重
複
し
て
お
り
、

、

「
有
心
於
事
為
、
其
名
必
虧
（
心

事
為
に
有
れ
ば
、
其
の
名
は
必
ず
虧
く

」
と
述
べ

）

る
『
口
義
』
の
注
釈
も
誤
り
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
山
木
篇
下
部
の
「
名
成
者
虧
（
名
成

る
者
は
虧
く

」
の
語
か
ら
見
れ
ば

「
成
」
と
「
虧
」
と
を
対
と
す
べ
き
で

「
為
」
と

）

、

、

「
虧
」
と
を
対
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
上
下
の
句
が
す
べ
て
対
句
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
「
有
為
則
虧
」
の
み
が
対
句
で
は
な
い
な
ど
と
種
々
の

理
由
を
挙
げ
た
う
え
で
、
注
の
文
章
が
本
文
に
混
入
し
た
も
の
だ
と
履
軒
は
主
張
し
て

い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ

『
呂
氏
春
秋
』
必
己
篇
に
、
引
用
し
た
山
木
篇
と
ほ
ぼ
同
内
容

、

の
文
章
が
あ
り
、
そ
ち
ら
は
「
若
夫
万
物
之
情
人
倫
之
伝
、
則
不
然
。
成
則
毀
、
大
則

衰
、
廉
則
剉
、
尊
則
虧
、
直
則
骫
、
合
則
離
、
愛
則
隳
、
多
智
則
謀
、
不
肖
則
欺
。
胡

可
得
而
必
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
や
や
語
順
は
相
違
し
て
い

る
が

呂
氏
春
秋

の
方
に
は

有
為
則
虧

の
語
は
見
え
な
い

し
た
が
っ
て

雕

、『

』

「

」

。

、『

題
』
の
解
釈
も
あ
な
が
ち
履
軒
の
勝
手
な
憶
測
だ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

⑥
人
間
世
篇
四
八
頁

［
本
文
］
匠
石
帰
。
櫟
社
見
夢
曰
、
汝
将
悪
乎
比
予
哉
。
若
将
比
予
於
文
木
耶
。
夫
柤

、
、
、
、
、
、

梨
橘
柚
果
蓏
之
属
、
実
熟
則
剝
、
剝
則
辱
、
大
枝
折
、
小
枝
泄
。
此
以
其
能
苦
其

生
者
也
（
匠
石
帰
る
。
櫟
社

夢
に
見
わ
れ
て
曰
く
、
汝

将
た
悪
に
か
予
を

あ

ら

は

な

に

わ

れ

。

。

、

比
す
る
や

若

将
た
予
を
文
木
に
比
す
る
か

夫
れ
柤
梨
橘
柚
果
蓏
の
属
は

な

ん

じ

実
熟
す
れ
ば
則
ち
剝
が
れ
、
剝
が
る
れ
ば
則
ち
辱
め
ら
れ
、
大
枝
は
折
ら
れ
、
小

は
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枝
は
泄
か
る
。
此
れ
其
の
能
を
以
て
其
の
生
を
苦
し
む
る
者
な
り

。）

ひ

［

］

。

、

、

、

雕
題

是
章
大
有
脱
文

比
予
於
文
木
邪
之
下

蓋
論
梗
柟
楸
杉

以
其
文
采
受
災

為
棺
椁
諸
器
也
。
其
次
又
論
予
章
之
属
、
以
良
材
受
災
、
為
棟
梁
楹
柱
、
然
後
及

果
木
果
蓏
也
。
今
脱
此
数
条
、
以
柤
梨
上
接
文
木
、
殊
為
不
通
。
果
木
豈
容
称
文

木
哉
。
且
材
之
良
而
受
災
之
尤
者
、
唯
棟
梁
棺
椁
為
最
。
捨
此
而
論
果
木
災
未
至

死
者
、
烏
可
也
（
是
の
章

大
い
に
脱
文
有
り
。
比
予
於
文
木
邪
の
下
、
蓋
し
梗

マ

マ

、

、

。

柟
楸
杉
の

其
の
文
采
を
以
て
災
を
受
け
て

棺
椁
諸
器
と
為
る
を
論
ず
る
な
り

其
の
次
に
又
た
予
章
（
樹
木
の
名
前
）
の
属
の
、
良
材
を
以
て
災
を
受
け
て
、
棟

梁
楹
柱
と
為
る
を
論
じ
て
、
然
る
後
に
果
木
果
蓏
に
及
ぶ
な
り
。
今

此
の
数
条

を
脱
し
て
、
柤
梨
を
以
て
上
に
文
木
を
接
ぐ
る
は
、
殊
に
通
ぜ
ざ
る
と
為
す
。
果

つ

木
は
豈
に
文
木
と
称
す
る
を
容
れ
ん
や
。
且
つ
材
の
良
に
し
て
災
を
受
く
る
の
尤

だ
し
き
者
は
、
唯
だ
棟
梁
棺
椁
も
て
最
と
為
す
。
此
れ
を
捨
て
て
果
木
の
災
の
未

だ
死
に
至
ら
ざ
る
者
を
論
ず
る
は
、
烏
く
ん
ぞ
可
な
ら
ん
や

。）

⑥
は
『
雕
題
』
に
よ
く
見
え
る
脱
文
指
摘
の
一
つ
で
あ
る
。
本
文
は
「
文
木
」
の
語

の
下
部
に
「
柤
梨
橘
柚
果
蓏
」
な
ど
の
果
実
の
類
い
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が

「
柤
梨
橘

、

柚
果
蓏
」
の
前
に

「
梗
柟
楸
杉
」
な
ど
の
、
そ
の
美
し
い
外
見
が
災
い
と
な
っ
て
、
ひ

、

つ
ぎ
の
類
い
に
加
工
さ
れ
る
木
々
、
そ
し
て

「
予
章
」
な
ど
の
、
そ
の
良
質
の
木
材
で

、

あ
る
こ
と
が
災
い
と
な
っ
て

「
棟
梁
楹
柱
」
な
ど
の
建
築
物
に
利
用
さ
れ
る
木
々
に
つ

、

い
て
論
じ
た
後
に
果
実
の
類
い
に
言
及
す
べ
き
だ
と
す
る

「
柤
梨
橘
柚
果
蓏
」
な
ど
は

。

あ
く
ま
で
も
果
樹
で
あ
り

「
文
木
」
の
語
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
履
軒
は
い
う
。
良
質

、

の
材
料
で
な
お
か
つ
切
り
倒
さ
れ
て
死
に
至
る
災
い
を
最
も
受
け
て
い
る
の
は
、
ひ
つ

「

」

「

」

、

ぎ
や
建
築
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る

梗
柟
楸
杉

や

予
章

な
ど
の
木
材
で
あ
り

、

果
実
を
採
ら
れ
た
り
そ
の
た
め
に
枝
を
折
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
な
さ
れ
な
が
ら

そ
の
果
樹
自
体
は
ま
だ
死
に
至
っ
て
い
な
い
「
柤
梨
橘
柚
果
蓏
」
の
類
い
は
、
大
い
に

被
害
の
あ
る
「
文
木
」
と
ま
で
は
ま
だ
い
え
な
い
と
履
軒
は
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
部

分
の
履
軒
の
解
説
は
や
や
冗
長
だ
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
あ
る
程
度
は
理
に
適
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う

。

（
注

）
14

こ
の
よ
う
に

『
雕
題
』
は
、
該
当
箇
所
に
対
し
て
、
上
下
の
文
章
の
言
い
ま
わ
し
に

、

で
き
る
限
り
そ
ろ
え
よ
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
や
や
冗
長
に
思
え
る
ほ
ど
論
理

的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
特
徴
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
は
履
軒
の
合

理
的
思
考
の
表
わ
れ
だ
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
『
雕
題
』
の
解
釈
は
ど
の

程
度
の
水
準
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
荘
子
雕
題
』
の
解
釈
の
水
準

四

本
章
で
は

『
雕
題
』
の
注
釈
を
他
の
注
釈
と
比
較
す
る
こ
と
で
『
雕
題
』
の
水
準
の

、

高
さ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、
通
説
と
は
ま
っ
た
く
相
違
す
る
『
雕
題
』
独
自
の
解
釈
を
紹
介
す
る
。
た

と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。

①
在
宥
篇
九
一
～
九
二
頁

［
本
文
］
君
子

、
故
貴
以
身
於
為
天
下
、
則
可
以
托
天
下
。
愛
以
身
於
為
天
下
、

…
…

、
、

則
可
以
寄
天
下
（
君
子
は

、
故
に
身
を
以
む
る
を
天
下
を
為
む
る
よ
り
貴

…
…

お

さ

お

さ

べ
ば
、
則
ち
以
て
天
下
を
托
す
可
し
。
身
を
以
む
る
を
天
下
を
為
む
る
よ
り
愛
す

た

く

れ
ば
、
則
ち
以
て
天
下
を
寄
す
可
し

。）

［
雕
題
］
以
身
疑
是
己
身
之
訛
矣
。
以
已
通
。
乃
是
已
甚
之
已
。
文
形
肖
自
己
之
己
、

故
訛
焉
。
又
転
為
以
字
耳
。
古
書
以
字
多
作
已
字
。
後
来
伝
写
分
作
已
以
両
字
、

而
訛
謬
随
之
、
遂
両
字
相
通
作
読
。
如
班
馬
史
歴
々
可
証
（
以
身

疑
う
ら
く
は

是
れ
己
身
の

訛

り
な
り
。
以
已
は
通
ず
。
乃
ち
是
れ
已
甚
の
已
な
り
。
文
形

あ

や

ま
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自
己
の
己
に
肖
る
が
故
に
訛
る
な
り
。
又
た
転
じ
て
以
の
字
と
為
る
の
み
。
古
書

に

に
以
の
字
は
多
く
已
の
字
に
作
る
。
後
来
伝
写
す
る
と
き
分
か
ち
て
已
以
の
両
字

を
作
り
て

訛
謬

之
に
随
い
て

遂
に
両
字
相
通
じ
て
読
み
を
作
る

班

固
・

、

、

。

〔

（
注

。

司
〕
馬
〔
遷
〕
の
史
の
如
き
は
歴
々
証
す
可
し
）

）
15

①
は
『
老
子
』
第
一
三
章
に
「

、
故
貴
以
身
為
天
下
、
若
可
寄
天
下
。
愛
以
身

…
…

為
天
下

若
可
託
天
下

故
に
身
を
以
む
る
を
天
下
を
為
む
る
よ
り
貴
べ
ば

若

、

（

、

、

…
…

お

さ

お

さ

す

な

わ

ち
以
て
天
下
を
寄
す
可
し
。
身
を
以
む
る
を
天
下
を
為
む
る
よ
り
愛
す
れ
ば
、
若
ち
以

て
天
下
を
託
す
可
し

」
と
あ
る
の
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
通
説
で
は
『
老
子
』
の
文

）

章
も
含
め
て
、
た
い
て
い
「
以
身
」
の
語
を
「
身
を
以
む
る
」
と
訓
ん
で
い
る
。
し
か

し

『
雕
題
』
で
は
、
も
と
も
と
「
己
身
」
の
語
で
あ
っ
た
も
の
が
字
形
の
類
似
に
よ
っ

、「

」

「

」

、

「

」

「

」

て

己

が

已

に
間
違
え
ら
れ

さ
ら
に
音
が
通
用
す
る
こ
と
で

已

が

以

と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
「
以
身
」
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
確
か
に
『
雕
題
』

の
主
張
す
る
よ
う
に
訓
ん
で
も
意
味
は
十
分
通
じ
る
。
た
だ
、
履
軒
の
よ
う
に
「
以
」

を
「
己
」
に
代
え
な
く
て
も
意
味
は
通
じ
る
う
え
に
、
基
本
的
に
本
文
の
文
字
を
変
改

す
る
こ
と
を
憚
る
べ
き
だ
と
す
る
伝
統
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
履
軒
の
説
の
説
得
力
は

あ
ま
り
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
上
述
の
よ
う
に
、
本
文
変
改
を
憚
る
意
識

の
低
さ
は
、
や
は
り
履
軒
の
特
徴
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う

。

（
注

）
16

②
達
生
篇
一
五
六
～
一
五
七
頁

［
本
文
］
忘
足
、
履
之
適
也
。
忘
要
、
帯
之
適
也
。
知
忘
是
非
、
心
之
適
也
。

始

…
…

、

乎
適
、
而
未
嘗
不
適
者
、
忘
適
之
適
也
（
足
を
忘
る
る
は
、
履
の
適
な
り
。
要
を

、

こ

し

忘
る
る
は
、
帯
の
適
な
り
。
知

是
非
を
忘
る
る
は
、
心
の
適
な
り
。

適
に

…
…

始
ま
り
て
、
而
も
未
だ
嘗
て
適
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
者
は
、
適
を
忘
る
る
の
適
な

り

。）

［
雕
題
］
始
字
疑
当
作
忘
。
而
下
忘
適
之
忘
衍
文
。
曰
、
忘
乎
適
、
而
未
嘗
不
適
者
、

。

、

、

。

、

。

適
之
適
也

荘
子
之
文

層
々
説
下

而
末
毎
進
一
歩

所
謂
婪
尾
者

例
如
此

故
意
其
訛
舛
、
敢
有
所
正
也
。
若
旧
本
文
、
意
聵
々
、
註
亦
牽
強
（
始
の
字

疑

う
ら
く
は
当
に
忘
に
作
る
べ
し
。
而
し
て
下
の
忘
適
の
忘
は
衍
文
な
り
。
曰
く
、

適
を
忘
れ
て
、
未
だ
嘗
て
適
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
者
は
、
適
の
適
な
り
、
と
。
荘

子
の
文
、
層
々
に
下
に
説
き
て
、
末
毎
に
一
歩
を
進
む
。
い
わ
ゆ
る
婪
尾
（
最

ご

と

ら

ん

び

後
）
な
る
者
に
し
て
、
例
は
此
く
の
如
し
。
故
に
意
は
其
れ
訛
舛
し
て
、
敢
え
て

か

せ

ん

正
す
所
有
る
な
り
。
旧
本
文
の
若
き
は
、
意

聵

々
（
無
知
で
あ
る
様
子
）
に

ご

と

が

い

が

い

し
て
、
註
も
亦
た
牽
強
な
り

。）

②
は
大
宗
師
篇
の
「
若
狐
不
偕
務
光
伯
夷
叔
斉

、
是
役
人
之
役
、
適
人
之
適
、

…
…

而
不
自
適
其
適
者
也
（
狐
不
偕
・
務
光
・
伯
夷
・
叔
斉

の
若
き
は
、
是
れ
人
の
役

…
…

ご

と

、

、

）
」

。

を
役
と
し

人
の
適
を
適
と
し
て

自
ら
其
の
適
を
適
と
せ
ざ
る
者
な
り

に
基
づ
く

大
宗
師
篇
の
文
章
は
、
他
人
の
仕
事
を
自
分
の
仕
事
と
誤
解
し
、
他
人
の
快
適
さ
を
自

分
の
快
適
さ
と
誤
解
し
て
、
自
分
で
自
分
自
身
の
快
適
さ
を
味
わ
う
こ
と
を
し
な
か
っ

た
狐
不
偕
・
務
光
・
伯
夷
・
叔
斉
ら
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
る
。
逆
に
荘
子
の
主
張
は

「
自
ら
其
の
適
を
適
と
す
べ
し

、
す
な
わ
ち
自
分
自
身
の
快
適
さ
を
快
適
さ
と
し
て
味

」
、

『

』

「

、

わ
う
べ
き
だ
と
い
う
の
だ
が

こ
の
達
生
篇
の
文
章
で
は

雕
題

は

適
を
忘
れ
て

未
だ
嘗
て
適
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
者
は
、
適
の
適
な
り

、
す
な
わ
ち
快
適
さ
を
自
覚
し

」

な
い
ま
で
に
快
適
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
が
快
適
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
快
適

中
の
快
適
、
最
高
の
快
適
だ
と
履
軒
は
解
釈
し
て
い
る
。
意
味
と
し
て
は
通
説
の
通
り

に
「
適
を
忘
る
る
の
適
」
と
訓
ん
で
も
大
き
な
相
違
は
な
い
よ
う
だ
が
、
元
の
本
文
の

ま
ま
で
は
や
や
意
味
不
明
瞭
で
あ
り

『
口
義
』
の
注
釈
も
牽
強
付
会
に
な
っ
て
い
る
と

、

履
軒
は
批
判
す
る
。

こ
の
よ
う
に

『
雕
題
』
に
は
通
説
と
ま
っ
た
く
相
違
す
る
注
釈
が
数
多
く
存
在
し
て

、
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い
る

上
述
し
た
よ
う
に

赤
塚

荘
子

で
は
履
軒
の

雕
題

を
江
戸
時
代
の

荘

。

、

『

』

『

』

『

子

注
釈
と
し
て
独
自
の
見
解
を
示
す
も
の
だ
と
紹
介
し
て
い
る

そ
こ
で

次
に

雕

』

。

、

『

題
』
の
本
文
批
判
の
事
例
を
中
心
に
、
赤
塚
『
荘
子
』
を
始
め
と
す
る
他
の
注
釈
と
比

較
す
る
こ
と
で
『
雕
題
』
の
水
準
を
は
か
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

③
人
間
世
篇
四
五
頁

［
本
文
］
獣
死
不
択
音
、
気
息
茀
然
、
於
是
並
生
心
厲
（
獣
の
死
す
る
と
き
は
音
を
択

、
、

ば
ず
、
気
息
茀

然
（
息
づ
か
い
の
激
し
い
様
子
）
と
し
て
、
是
に
お
い
て
並
び

ふ

つ

ぜ

ん

に
心
厲
を
生
ず

。）

［

］

、

。

（

、

雕
題

心
厲

疑
う
ら
く
は
当
に
厲
心
に
作
る
べ
し

猶
悪
心
を
言
う
な
り

心
厲

な

お

疑
当
作
厲
心
。
猶
言
悪
心
也

。
。
）

③
は
、
獣
が
死
に
瀕
し
た
際
に
は
、
そ
の
息
づ
か
い
も
激
し
く
な
り
、
良
か
ら
ぬ
荒

々
し
い
心
持
ち
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

『
雕
題
』
で
は
「
心
厲
」
は

、

「

」

、

（

）

。

『

』

厲
心

と
す
べ
き
で
あ
り

悪
心

良
か
ら
ぬ
心

の
意
だ
と
す
る

赤
塚

荘
子

で
は
同
箇
所
の
解
釈
と
し
て
「

心
厲
」
は
、
厲
心
と
同
じ
。
人
に
か
み
つ
い
た
り
、
物

「

を
か
き
む
し
っ
た
り
す
る
荒
れ
狂
う
心
を
い
う

（
赤
塚
『
荘
子
』
上
巻
一
九
〇
頁
）
と

」

述
べ
て
い
る
か
ら

『
雕
題
』
と
同
じ
方
向
の
解
釈
だ
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
池
田
『
荘

、

子
』
の
同
箇
所
の
解
釈
で
は
「

於
是
並
生
心
厲
」
は
、
宣

穎
の
「
至
此
、
則
彼
此
皆

「

せ

ん

え

い

生
悪
心
矣

」
が
よ
い

（
池
田
『
荘
子
』
上
巻
二
八
五
頁
）
と
述
べ
て
お
り

「
心
厲
」

。

」

、

『

』

。

を
悪
心
の
意
と
し
た
の
は

南
華
経
解

を
著
わ
し
た
明
末
清
初
の
宣
穎
が
最
も
早
い

④
田
子
方
篇
一
六
九
頁

［
本
文
］
孔
子
見
老
耼
。

少
焉
見
曰
、
丘
也
眩
与
。
其
信
然
与
。
向
者
先
生
形
体

…
…

、

。

、

、

。

掘
若
槁
木

似
遺
物
離
人
而
立
於
独
也

老
耼
曰

至
陰
粛
粛

至
陽
赫
赫

…
…

、

、

。

（

。

粛
粛
出
乎
天

赫
赫
発
乎
地

両
者
交
通
成
和
而
物
生
焉

孔
子

老
耼
に
見
ゆ

、

、

ま

み

少

焉
し
て
見
え
て
曰
く
、
丘
や
眩
め
る
か
。
其
れ

信

に
然
る
か
。
向

者

…
…

し

ば

ら

く

く

ら

ま

こ

と

さ

き

に

は

先
生
の
形
体
は
掘
と
し
て
槁
木
の
若
く
し
て
、
物
を
遺
れ
人
を
離
れ
て
独
り
立

ご

と

わ

す

つ
に
似
た
り
。
老
耼
曰
く
、

至
陰
は
粛
粛
た
り
、
至
陽
は
赫

赫
た
り
。
粛

…
…

か

く

か

く

粛
は
天
よ
り
出
て
、
赫
赫
は
地
よ
り
発
す
。
両
者
は
交
ご
も
通
じ
和
を
成
し
て
物

こ

も

生
ず

。）

［
雕
題
］
掘
、
崛
同
（
掘
は
、
崛
に
同
じ

。）

天
地
両
字
相
易
而
後
義
明
。
疑
是
伝
写
之
訛
。
荘
生
之
拗
亦
必
不
至
于
此
（
天
地

の
両
字
は
相
易
え
て
而
る
後
に
義
明
ら
か
な
り
。
疑
う
ら
く
は
是
れ
伝
写
の

訛
あ

や

ま

り
な
り
。
荘
生
の
拗
も
亦
た
必
ず
此
に
至
ら
ざ
ら
ん

。）

④
は
、
老
子
の
風
貌
を
表
わ
す
「
掘
と
し
て
槁
木
の
若
し
」
の
「
掘
」
の
字
と
、
老

子
の
語
に
見
え
る
「
粛
粛
は
天
よ
り
出
て
、
赫
赫
は
地
よ
り
発
す
」
の
「
天

「
地
」
の

」

字
に
関
す
る
『
雕
題
』
の
解
釈
で
あ
る

「
掘
」
字
の
解
釈
と
し
て
、
赤
塚
『
荘
子
』
で

。

は
「

掘
」
は
、
崛
（
一
つ
だ
け
高
く
突
っ
立
つ
さ
ま
）
の
仮
字

（
赤
塚
『
荘
子
』
下

「

」

巻
二
二
一
頁
）
と
述
べ
て

『
雕
題
』
と
ま
っ
た
く
同
じ
解
釈
を
す
る
。
池
田
『
荘
子
』

、

は
「
掘
は
林
希
逸
の
「
兀
兀
然
也
」
で
よ
い
。
他
に
王
先
謙
の
「
同
倔

、
奚
侗
の
「
借

」

作
柮

、
于
省
吾
の
「
応
読
蹶

、
赤
塚
忠
の
「
崛
の
仮
字
」
な
ど
の
説
が
あ
る
が
、
大

」

」

体
同
じ
意
味
に
な
る

（
池
田
『
荘
子
』
下
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
）
と
述
べ
て
、
諸
説
中

」

の
一
説
と
し
て
赤
塚
説
を
紹
介
し
て
い
る

「
天

「
地
」
の
字
に
つ
い
て
は

『
雕
題
』

。

」

、

は
「
天

「
地
」
を
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
え
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
だ
が
、
赤
塚
『
荘
子
』

」

の
解
説
は
「
陽
気
は
天
か
ら
発
し
、
陰
気
は
地
か
ら
出
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
れ

は
そ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
。

恐
ら
く
は
、
天
地
の
二
字
を
誤
倒
し
て
い
る
で
あ
ろ

…
…

う

（
赤
塚
『
荘
子
』
下
巻
二
二
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
同
箇
所
の
池
田
『
荘
子
』
で

」
は
「
天
・
地
は
、
高
亨
・
李
勉
が
互
換
す
る
が
、
マ
マ
で
よ
い

（
池
田
『
荘
子
』
下
二

」
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〇
六
頁
）
と
あ
り

『
雕
題
』
と
同
じ
説
で
あ
る
赤
塚
説
を
紹
介
せ
ず
に
、
こ
こ
で
は
近

、

年
の
中
国
人
学
者
で
あ
る
高
亨
や
李
勉
の
説
と
し
て
紹
介
す
る
。

上
述
し
た
③
④
と
も
に
、
赤
塚
『
荘
子
』
も
池
田
『
荘
子
』
も
『
雕
題
』
と
同
じ
内

容
の
解
釈
を
紹
介
し
な
が
ら
『
雕
題
』
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
池
田
『
荘
子
』
は
と
も

か
く

赤
塚

荘
子

は
そ
の

解
説

で

雕
題

に
言
及
し
な
が
ら

個
々
の
注
釈

、

『

』

「

」

『

』

、

で
は
『
雕
題
』
の
名
前
を
出
さ
な
い
の
は
如
何
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
悪
意
は
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
赤
塚
氏
は
実
は
さ
ほ
ど
『
雕
題
』
を
読
み
こ
ん
で
は
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
赤
塚
氏
が
『
雕
題
』
の
説
を
参
照
し
て
い

な
い
と
考
え
ら
れ
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

⑤
天
地
篇
一
〇
一
～
一
〇
二
頁

［
本
文
］
若
然
者
、

不
拘
一
世
之
利
以
為
己
私
分
、
不
以
王
天
下
為
己
処
顕
。
顕

…
…

、

則
明
、
万
物
一
府
、
死
生
同
状
（
然
る
が
若
き
者
（
君
子
）
は
、

一
世
の
利

…
…

、
、

ご

と

を
拘
り
て
以
て
己
の
私
分
と
為
さ
ず
、
天
下
に
王
た
る
を
以
て
己
の
顕
に
処
る
と

と

。

。

、

）
。

為
さ
ず

顕
は
則
ち
明
な
り

万
物
は
一
府
に
し
て

死
生
は
同
状
な
れ
ば
な
り

［
雕
題
］
顕
則
明
三
字
、
疑
衍
（
顕
則
明
の
三
字
、
疑
う
ら
く
は
衍
な
り

。）

⑤
は
『
荘
子
』
本
文
の
「
顕
則
明
」
の
語
が
衍
文
だ
ろ
う
と
い
う
『
雕
題
』
の
解
釈

で
あ
る

こ
の
衍
文
説
は
少
な
か
ら
ぬ
注
釈
書
が
取
り
上
げ
て
い
る
が

ま
ず
赤
塚

荘

。

、

『

子
』
で
は
諸
説
を
紹
介
し
つ
つ
「

顕
則
明
」
は
、
顕
字
の
傍
注
が
本
文
に
混
入
し
た
も

「

の
で
あ
ろ
う

岡
松
甕
谷
説

赤
塚

荘
子

上
巻
四
五
九
頁

と
述
べ
て
お
り

雕

（

）
」（

『

』

）

、『

題
』
の
説
で
は
な
く
岡
松
甕
谷
『
荘
子
考
』
の
説
と
し
て
い
る
。
他
の
注
釈
書
も
同
様

で
、
池
田
『
荘
子
』
で
は
「
朱
得
之
に
よ
っ
て
「
顕
則
明
三
字
衍
文
」
と
見
る
べ
き
で

あ
る
。
注
文
が
経
文
に
混
入
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
池
田
『
荘
子
』
上
巻
六
九
〇
頁
）
と

」

、

。

、

『

』

述
べ
て

明
の
朱
得
之
の
説
と
し
て
い
る

つ
い
で
に
述
べ
る
な
ら
ば

金
谷

荘
子

「

」

も

顕
則
明

三
字
を
注
文
が
本
文
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
も
の
と
見
る
銭
穆
の
説
に
従
う

―

（
金
谷
『
荘
子
』
第
二
冊
一
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
、
近
年
の
中
国
人
学
者
で
あ
る
銭
穆

の
説
と
す
る
。
時
代
的
に
は
朱
得
之
が
先
行
し
て
い
る
が
、
ど
の
訳
注
書
と
も
に
『
雕

題
』
に
「
顕
則
明
」
を
衍
文
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

⑥
大
宗
師
篇
六
二
頁

［
本
文
］
古
之
真
人
、

謷
乎
其
未
可
制
也
。
連
乎
其
似
好
閉
也
。
悗
乎
忘
其
言
也

…
…

、
、
、

（
古
の
真
人
は
、

謷
乎
（
超
然
と
し
た
様
子
）
と
し
て
其
れ
未
だ
制
す
可
か

…
…

ご

う

こ

ら
ざ
る
な
り
。
連
乎
（
ゆ
っ
た
り
と
し
た
様
子
）
と
し
て
其
れ
閉
ざ
す
を
好
む
に

似
た
る
な
り
。
悗
乎
（
茫
然
と
し
た
様
子
）
と
し
て
其
の
言
を
忘
る
る
な
り

。
）

ば

ん

こ

［
雕
題
］
忘
其
言
、
恐
当
作
其
忘
言
（
忘
其
言
は
、
恐
ら
く
は
当
に
其
忘
言
に
作
る
べ

し

。）

⑥
は
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
文
章
の
続
き
具
合
か
ら
見
て
「
其
忘
言
」
と
す
る
方
が

正
し
い
と
い
う
『
雕
題
』
の
見
解
で
あ
る
。
た
だ
、
赤
塚
『
荘
子
』
で
は
「

忘
其
言
」

「

「

」

（

）
」（

『

』

は
上
文
の
例
か
ら
す
れ
ば

其
忘
言

の
誤
写
で
あ
る

聞
一
多
説

赤
塚

荘
子

上
巻
二
六
九
頁
）
と
い
い
、
池
田
『
荘
子
』
で
は
「
忘
其
言
は
、
言
を
説
の
誤
り
と
す

る
説
（
劉
師
培
・
馬
叙
倫

、
二
字
を
其
忘
の
誤
り
と
す
る
説
（
聞
一
多
・
高
亨
）
が
あ

）

る
が
、
と
も
に
取
ら
な
い

（
池
田
『
荘
子
』
上
巻
四
〇
八
頁
）
と
述
べ
る
。
ま
た
、
金

」

谷
『
荘
子
』
は
「
其
忘
言

底
本
で
は
「
忘
其
言
」
と
あ
る
が
、
前
文
の
例
か
ら
考
え

―

」（

『

』

）

。

、

て
改
め
た

金
谷

荘
子

第
一
冊
一
八
一
頁

と
い
う

こ
の
⑥
の
例
に
お
い
て
も

ど
の
訳
注
書
も
聞
一
多
や
高
亨
に
は
言
及
し
て
い
る
が

『
雕
題
』
の
解
釈
が
時
代
的
に

、

最
も
先
行
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
雕
題
』
の
名
前
を
挙
げ
て
は
い
な
い
。
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⑦
秋
水
篇
一
四
四
頁

［
本
文
］
且
彼
方
跐
黄
泉
而
登
大
皇
。
無
南
無
北
、
奭
然
四
解
、
淪
於
不
測
。
無
東
無

、
、
、

西
、
始
於
玄
冥
、
反
於
大
通
（
且
つ
彼
は
方
に
黄
泉
を
跐
み
て
大
皇
に
登
る
。
南

、

ま

さ

ふ

無
く
北
無
く
、
奭

然
（
溶
け
る
様
子
）
と
し
て
四
解
し
て
、
測
ら
れ
ざ
る
に
淪

せ

き

ぜ

ん

し

ず

む
。
東
無
く
西
無
く
、
玄
冥
に
始
ま
り
て
、
大
通
に
反
る

。）

［
雕
題
］
無
東
無
西
、
恐
当
作
無
西
無
東
、
韻
乃
諧
（
無
東
無
西
、
恐
ら
く
は
当
に
無

西
無
東
に
作
る
べ
し
、
韻
は
乃
ち
諧
う

。）

か

な

⑦
は
、
上
文
の
「
北
」
と
「
測
」
と
が
押
韻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
無
東
無
西
」
の

「
東
」
と
「
西
」
と
を
入
れ
替
え
て
「
無
西
無
東
」
と
す
る
こ
と
で
「
東
」
と
「
通
」

と
の
韻
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
同
箇
所
に
対
し
て
赤
塚
『
荘
子
』

は
「

東

「
通
」
は
東
部
韻
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
前
文
の
例
か
ら
み
て
押
韻
す
る
に

「

」

は

「
無
西
無
東
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
（
王
引
之
説

（
赤
塚
『
荘
子
』
下
五
六
頁
）

、

）
」

と
い
い
、
池
田
『
荘
子
』
は
「

无
東
无
西
」
は
、
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
は
押
韻
の

「
マ

マ

マ

マ

上
か
ら
「
無
西
無
東
」
に
作
る
べ
し
と
し
、
姚
鼐
を
始
め
と
し
て
支
持
者
が
多
い
が
、

今
は
改
め
な
い
で
お
く

（
池
田
『
荘
子
』
上
巻
一
〇
七
一
頁
）
と
述
べ
る

。
ま

」

（
注

）
17

た
、
金
谷
『
荘
子
』
も
「
无
西
无
東

諸
本
と
も
「
西
」
と
「
東
」
が
顚
倒
し
て
い

―

マ

マ

マ

マ

る
。
押
韻
の
関
係
で
改
め
よ
と
い
う
王
念
孫
の
説
に
従
っ
た

「
東
」
と
下
文
の
「
通
」

。

と
が
韻
を
ふ
む
。
な
お
上
文
で
は
「
北
」
と
「
測
」
が
韻
を
ふ
む

（
金
谷
『
荘
子
』
第

」

二
冊
二
七
七
頁
）
と
述
べ
て
い
て
、
池
田
『
荘
子
』
と
同
じ
く
、
王
念
孫
が
『
読
書
雑

志
』
で
「
無
東
無
西
、
当
作
無
西
無
東
。
北
測
為
韻
。
東
通
為
韻
（
無
東
無
西
、
当
に

無
西
無
東
に
作
る
べ
し
。
北
測
は
韻
を
為
す
。
東
通
は
韻
を
為
す

」
と
す
る
説
に
与
し

）

て
い
る

。
ど
の
訳
注
書
も
押
韻
に
着
目
し
て
本
文
を
変
改
す
べ
き
だ
と
し
て
い

（
注

）
18

瑚

る
が
、
や
は
り
『
雕
題
』
の
名
前
は
挙
げ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
履
軒
に
は
『
諧
韻

』
と
い
う
著
述
が
あ
り
、
押
韻
に
関
す
る
履
軒
の
造
詣
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。

璉

こ
の
よ
う
に
、
⑤
⑥
⑦
の
事
例
は
す
べ
て
、
赤
塚
『
荘
子
』
で
は
『
雕
題
』
の
名
前

を
ま
っ
た
く
挙
げ
ず

『
雕
題
』
と
同
内
容
の
解
釈
を
他
の
学
者
の
説
と
し
て
取
り
上
げ

、

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
赤
塚
『
荘
子
』
は

「
解
説
」
で
履
軒
の
『
雕
題
』
の

、

名
前
を
挙
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
実
際
に
は
『
雕
題
』
を
よ
く
読
み
こ

ん
で
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

『
雕
題
』
と
同
様
の
解
釈
が
通
説
と
し
て

、

他
の
訳
注
書
に
も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

『
雕
題
』
の
解
釈
に
は
相
当
高
い

、

水
準
に
あ
る
注
釈
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

、

『

』

。『

』

以
上

中
井
履
軒
の

荘
子
雕
題

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

荘
子
雕
題

で
は
、
そ
の
合
理
的
思
考
に
基
づ
い
て
本
文
変
改
を
す
る
た
め
に
、
他
の
注
釈
に
比
べ

て
本
文
批
判
の
非
常
に
多
い
こ
と
が
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
他
の

注
釈
に
は
見
ら
れ
な
い
履
軒
独
自
の
解
釈
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の

独
自
の
解
釈
は
恣
意
的
な
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
根
拠
に
基
づ

い
た
合
理
的
解
釈
で
あ
り
、
池
田
『
荘
子
』
な
ど
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
る
諸
注
釈
書
に

基
づ
い
た
通
説
と
暗
合
す
る
項
目
も
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

し
た
が
っ
て

荘

。

、『

子
雕
題
』
の
注
釈
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
裏
づ
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
高
い
水
準
を
有
す
る
『
荘
子
雕
題
』
の
注
釈
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
訳

注
書
で
そ
の
名
前
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
赤
塚
『
荘
子
』
の
み
で

あ
る
。
江
戸
時
代
は
、
伊
藤
仁
斎
や
荻
生
徂
徠
ら
の
名
前
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
漢

文
に
対
す
る
高
い
能
力
を
有
す
る
儒
者
が
数
多
く
存
在
し
て
い
た
。
中
国
の
古
典
に
対

す
る
注
釈
書
に
し
て
も
、
た
と
え
ば
経
書
で
は
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』
や
徂
徠
の
『
論

語
徴

、
諸
子
で
は
太
田
全
斎
『
韓
非
子
翼

毳
』
や
安
井
息
軒
『
管
子
纂
詁
』
な
ど
、

』

よ

く

ぜ

い

そ
の
考
証
水
準
の
高
さ
で
著
名
な
注
釈
書
が
多
い

た
だ

そ
の
中
で
中
井
履
軒
の
注
釈

。

、
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は
そ
れ
ほ
ど
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

例
外
的
に

史
記

の
注
釈

。

『

』

書
と
し
て
著
名
な
瀧
川
亀
太
郎
の
『
史
記
会
注
考
証
』
に
お
い
て
、
履
軒
の
『
史
記
雕

題
』
の
説
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
め
だ
つ
程
度
で
あ
る

。

（
注

）
19

日
本
に
は
長
い
漢
文
研
究
の
歴
史
が
あ
り
、
中
国
古
典
注
釈
に
つ
い
て
、
相
当
数
に

わ
た
る
業
績
の
蓄
積
が
あ
る

『
荘
子
雕
題
』
も
そ
の
業
績
の
一
つ
で
あ
り
、
本
稿
で
の

。

検
討
か
ら
そ
の
注
釈
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
全
般
に
つ
い
て
も
相
当
高
い
水
準
に
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
だ
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
『
荘
子
』
研
究
に
お
い
て

『
荘
子
雕
題
』
を

、

始
め
と
す
る
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
荘
子
』
注
釈
の
業
績
が
十
分
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い

る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い

今
後

荘
子

研
究
を
進
め
る
に
は

江
戸
時
代
の

荘

。

、『

』

、

『

子
』
注
釈
に
対
す
る
従
来
の
認
識
を
改
め
た
う
え
で
、
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
に

よ
り
一
層
眼
を
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
『
荘
子
雕
題
』
の
注
釈
の
う
ち
、
衍
字
衍
文
や
語
順
の
入
れ
替
え
な
ど
、

本
文
批
判
の
事
例
を
主
に
取
り
上
げ
て
紹
介
し
た
。
し
か
し

『
荘
子
雕
題
』
に
は
、
本

、

文
批
判
だ
け
で
な
く
、
本
文
の
解
釈
も
含
め
て
、
他
の
注
釈
家
に
先
駆
け
て
同
内
容
の

注
釈
を
施
し
て
い
る
箇
所
も
実
は
相
当
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
事
例
の
様
相
は
、
別

稿
に
お
い
て
検
討
を
試
み
た
い

ま
た

履
軒
の

荘
子
雕
題

以
外
に
も

赤
塚

荘

。

、

『

』

、

『

子
』
や
福
永
『
荘
子
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
杜
多
秀
峰
『
郭
注
荘
子
覈
玄

、
宇

』

津
木
益
夫
『
解
荘

、
帆
足
万
里
『
荘
子
解

、
岡
松
甕
谷
の
『
荘
子
考
』
な
ど
、
明
治

』

』

時
代
の
注
釈
も
含
ま
れ
る
が
、
主
に
江
戸
時
代
の
『
荘
子
』
研
究
も
そ
の
内
容
が
十
分

に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
『
荘
子
』
研
究
に
も
注
目

し
て
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

注

（
１
）
本
書
は
、
池
田
知
久
『
荘
子

（
上
・
下

（
中
国
の
古
典
５
・
６
、
学
習
研
究
社
、
上
巻
は

』

）
）

。

一
九
八
三
年
・
下
巻
は
一
九
八
六
年
に
刊
行

を
文
庫
化
に
あ
た
っ
て
改
稿
し
た
書
で
あ
る

（
２
）
福
永
『
荘
子
』
は
、
も
と
新
訂
中
国
古
典
選
と
し
て
一
九
六
六
～
一
九
六
七
年
に
全
三
冊
と

し
て
出
版
さ
れ
た
書
が
同
じ
朝
日
新
聞
出
版
か
ら
改
め
て
文
庫
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
福
永
光
司
の
『
荘
子
』
注
釈
と
し
て
は
『
荘
子

内
篇

（
講
談
社
学
術
文

』

庫
、
二
〇
一
一
年
。
朝
日
新
聞
出
版
本
の
内
篇
の
部
分
の
み
を
再
刊
）
や
興
膳
宏
と
の
共
訳

『
荘
子

（
世
界
古
典
文
学
全
集
第
一
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。
後
に
ち
く
ま
学
芸

』

文
庫
か
ら
二
〇
一
三
年
に
全
三
冊
本
と
し
て
再
刊
）
が
あ
る
。
池
田
『
荘
子
』
で
は
、
他
に

も
森
三
樹
三
郎

荘
子

全
三
冊

中
公
文
庫

一
九
七
四
年

市
川
安
司
・
遠
藤
哲
夫

老

『

』

（

、

）
、

『

子
・
荘
子

上
・
下

新
釈
漢
文
大
系
第
七
・
八
巻

明
治
書
院

上
巻
は
一
九
六
六
年
・

』（

）（

、

、

下
巻
は
一
九
六
七
年
に
刊
行
）
を
始
め
と
す
る
訳
注
書
や
本
文
の
文
字
異
同
の
指
摘
な
ど
に

多
く
言
及
す
る
。
本
文
の
文
字
異
同
に
関
す
る
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
主
に
武
内

義
雄
『
老
子
と
荘
子

（

武
内
義
雄
全
集
』
第
六
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年

、
寺
岡
龍

』
『

）

含
『
敦
煌
本
郭
象
注
荘
子
南
華
真
経
校
勘
記

（
福
井
漢
文
学
会
、
一
九
六
一
年

、
狩
野
直

』

）

喜
『
旧
鈔
巻
子
本
荘
子
残
巻
校
勘
記

（
東
方
文
化
学
院
、
一
九
三
二
年
）
な
ど
で
あ
る
。

』

（
３
）
福
永
『
荘
子

（
内
篇
）
二
三
～
二
四
頁
。

』

（
４
）
赤
塚
『
荘
子
』
上
巻
二
二
頁
。

（
５
）
中
井
履
軒
『
荘
子
雕
題
』
に
関
す
る
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
中
井
履
軒
撰
『
荘
子
雕
題
』
諸
本
に
つ
い
て

（

中
国
研
究
集
刊
』
辰
号
〔
総
一
三
号

、

」
『

〕

一
九
九
三
年
）

「
中
井
履
軒
の
『
荘
子
』
観

（

中
国
研
究
集
刊
』
収
号
〔
総
二
三
号

、
一
九
九
八
年
）

」
『

〕

「
中
井
履
軒
『
荘
子
雕
題
』
と
林
希
逸
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
と

（

中
国
研
究
集
刊
』
成
号

」
『
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〔
総
二
八
号

、
二
〇
〇
一
年
）

〕

「
『

』

」（
『

』

〔

〕
、

荘
子
雕
題

に
見
え
る
中
井
履
軒
の
聖
人
観

中
国
研
究
集
刊

呂
号

総
三
一
号

二
〇
〇
二
年
）

（
６
）
本
稿
に
お
け
る
『
雕
題
』
の
引
用
は
、
本
文
で
言
及
し
た
懐
徳
堂
記
念
会
編
『
荘
子
雕
題
』

を
底
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
文
字
の
問
題
に
か
か
わ
る
も
の
以
外
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に

改
め
、
俗
字
や
略
字
等
の
異
体
字
も
適
宜
改
め
て
句
読
点
を
附
し
た

『
口
義
』
か
ら
の
引
用

。

も
同
様
。
な
お
、
履
軒
が
『
雕
題
』
を
書
き
入
れ
た
『
口
義
』
は
、
寛
文
五
年
風
月
庄
左
衛

門
刊
の
刊
記
が
あ
る
和
刻
本
で
あ
る
。
引
用
時
は
原
文
を
主
と
し
て
、
後
部
の
（

）
内
に

書
き
下
し
文
を
記
し
た
う
え
で
、
篇
名
と
引
用
す
る
懐
徳
堂
記
念
会
編
『
荘
子
雕
題
』
の
頁

数
と
を
表
記
す
る
。

（
７
）
書
き
下
し
文
中
の
（

）
は
、
そ
の
前
の
語
の
意
味
を
表
わ
し

〔

〕
は
、
文
意
を
わ
か
り

、

や
す
く
す
る
た
め
に
筆
者
が
補
っ
た
語
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
。

（
８
）
た
だ
し
、
履
軒
自
身

『
荘
子
』
に
見
え
る
「
聖
人
」
の
語
に
つ
い
て
は
儒
学
的
「
聖
人
」
の

、

意
に
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
『
荘
子
』
を
『
荘
子
』
を
以
て
解
す
る
立
場

を
徹
底
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
詳
細
は
注
５
の
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
『
荘
子
』
観
」
と

「

荘
子
雕
題
』
に
見
え
る
中
井
履
軒
の
聖
人
観
」
と
を
参
照
。

『

（
９
）
た
だ
し

『
口
義
』
へ
の
批
判
の
語
と
は
別
に
、
履
軒
は
『
荘
子
』
の
文
章
に
対
し
て
高
い
評

、

価
を
与
え
て
い
る
。
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考

（
上
巻
は
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三

、
下
巻

』

）

は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
に
印
行
、
一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
）
に
懐
徳
堂
友
の
会
よ

り
復
刻
）
に

「
履
軒
の
文
を
論
ず
る
や
、
論
語
を
天
地
間
第
一
の
文
章
と
為
し
、
孟
子

之

、

こ

れ

、

、

、

」

に
次
ぎ

荘
子
之
に
次
ぎ

左
伝
史
記
之
に
次
ぎ

其
余
韓
柳
以
下
学
ぶ
に
足
ら
ず
と
為
す

三
七
章

履
軒
の
文
詩

下
巻
七
五
頁

と
述
べ
る

履
軒
に
と
っ
て

荘
子

は

論

（

、

）（

）

。

、『

』

『

語

『
孟
子
』
に
次
い
で
文
章
の
模
範
と
す
べ
き
書
で
あ
っ
た
。

』

（

）
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
余
編
上
第
一
六
冊
一
四
頁
（
北
京
市
中
国
書
店
、
一
九
八
五
年

。
）

10
（

）
赤
塚
『
荘
子
』
上
巻
一
五
七
頁
。

11

（

）
金
谷
『
荘
子
』
第
一
冊
四
八
頁
。

12
（

）
湯
浅
廉
孫
『
初
学
漢
文
解
釈
ニ
於
ケ
ル
連
文
ノ
利
用

（
文
求
堂
書
店
、
一
九
四
一
年
）
に
お

』

13

い
て

「
而
後
」
と
「
乃
今
」
と
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
「
そ
こ
で
」
の
意
に
な
る
が
、
作
者
の

、

修
辞
的
気
分
に
よ
っ
て
「
而
後
乃
今
」
の
よ
う
に
連
文
を
構
成
し
て
い
る
と
述
べ
る
（
同
著

一
三
八
頁

。）

（

）
同
箇
所
の
『
口
義
』
に
「
柤
梨
橘
柚
果
蓏
、
皆
文
木
之
可
食
者
。
故
為
人
摧
折
、
是
以
其
能

14

而
害
其
生

柤
梨
橘
柚
果
蓏
は

皆
な
文
木
の
食
ら
う
可
き
者
な
る
が
故
に
人
の
為
に

摧

折

（

、

さ

い

せ

つ

（
く
じ
き
お
る
）
せ
ら
る
。
是
れ
其
の
能
を
以
て
其
の
生
を
害
せ
ら
る

」
と
あ
る
の
に
対
し

）

て

『
雕
題
』
は
「
柤
梨
、
謂
之
文
木
、
可
也
。
若
橘
柚
、
未
聞
其
文
。
況
果
蓏
乎
。
且
叙
下

、
文
剝
辱
之
災
、
全
係
果
実
、
不
関
乎
材
之
文
彩
也
。
是
不
知
脱
文
。
妄
逐
文
作
解
者
、
不
可

（

、

、

。

、

。

従

柤
梨
は

之
を
文
木
と
謂
う
も

可
な
り

橘
柚
の

若

き
は

未
だ
其
の
文
を
聞
か
ず

ご

と

況
ん
や
果
蓏
を
や
。
且
つ
下
文
に
叙
ぶ
る
剝
辱
の
災
は
、
全
て
果
実
に
係
わ
り
て
、
材
の
文

の

彩
に
関
わ
ら
ざ
る
な
り
。
是
れ
脱
文
あ
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
妄
り
に
文
を
逐
い
て
解
を

お

、

）
」（

）

。

、「

」

作
す
者
は

従
う
可
か
ら
ず

人
間
世
篇
四
八
頁

と
述
べ
る

厳
密
に
い
え
ば

柤
梨

の
み
は
「
文
木
」
と
称
し
て
も
よ
い
が

「
橘
柚
」
や
「
果
蓏
」
は
「
文
木
」
に
該
当
し
な
い

、

と
履
軒
は
説
明
す
る
。

雕
題

の
引
用
の
後
部
に
は

さ
ら
に

貴

己

身

於
為

天
下

愛

己

身

於
為

（

）『

』

、

「

。

三フ

レ
ノ

ヲ

二ム
ル
ヨ
リ

一ヲ

三ス

レ
ノ

ヲ

二ム
ル
ヨ
リ

15

天
下

」
と
あ
り

「
身
を

以

む
る
を
天
下
を

為

む
る
よ
り
貴
ぶ
」
で
は
な
く

「
己
れ
の
身

、

、

お

さ

お

さ

一ヲ

を
天
下
を
為
む
る
よ
り
貴
ぶ
」
と
訓
む
こ
と
を
履
軒
が
訓
点
を
附
し
て
念
入
り
に
示
し
て
い

る
が
、
本
文
で
は
省
略
し
た
。

（

）
履
軒
の
『
老
子
』
注
釈
で
あ
る
『
老
子
雕
題
』
に
お
い
て
も
『
老
子
』
第
一
三
章
の
同
箇
所

16

に
対
し
て
「
唯
自
貴
其
身
、
如
貴
天
下
之
寵
者
、
可
以
寄
天
下
也
。

唯
自
愛
其
身
、
如

…
…

愛
天
下
之
富
者
、
乃
可
以
托
天
下
也
（
唯
だ
自
ら
其
の
身
を
貴
ぶ
こ
と
、
天
下
の
寵
を
貴
ぶ

が
如
き
者
は
、
以
て
天
下
を
寄
す
可
き
な
り
。

唯
だ
自
ら
其
の
身
を
愛
す
る
こ
と
、
天

…
…

下
の
富
を
愛
す
る
が
如
き
者
は
、
乃
ち
以
て
天
下
を
托
す
可
き
な
り

」
と
あ
り

『
荘
子
雕

）

、
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題
』
に
お
け
る
履
軒
の
訓
み
と
同
じ
方
向
の
訓
み
を
し
て
い
る
。
な
お

『
老
子
雕
題
』
は
関

、

儀
一
郎
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
（
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
所
収
の
『
老

』

。

、

（

）

子
雕
題

を
底
本
と
す
る

解
題
に
よ
れ
ば

そ
の
底
本
は
帝
国
図
書
館

現
国
会
図
書
館

所
蔵
本
に
拠
る
と
あ
る
。
ち
な
み
に
『
老
子
雕
題
』
の
履
軒
自
筆
本
は
散
逸
し
て
い
る
。

（

）
赤
塚
『
荘
子
』
に
お
い
て
「
王
引
之
説
」
と
あ
る
の
は
「
王
念
孫
説
」
の
誤
り
で
あ
る
。

17
（

）
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
余
編
上
第
一
六
冊
二
二
～
二
三
頁
（
北
京
市
中
国
書
店
、
一
九
八
五

18

年

。）

（

）
た
と
え
ば

『
史
記
』
老
子
韓
非
列
伝
「
其
著
書
十
余
万
言
、
大
抵
率
寓
言
也
（
其
の
（
荘
子

、

19

の
）
著
書
十
余
万
言
、
大
抵

率

ね
寓
言
な
り

」
の
箇
所
の
『
史
記
会
注
考
証
』
に
「
中
井

）

お

お

む

、

、

。

、

、

（

、

積
徳
曰

寓
言

空
言
無
実

仮
人
而
述

如
寓
人
之
寓

無
相
与
之
義

中
井
積
徳
曰
く

寓
言
は
、
空
言
に
し
て
実
無
し
。
人
を
仮
り
て
述
ぶ
る
こ
と
、
寓
人
（
人
形
）
の
寓
の
如
く

し
て

〔

史
記
索
隠
』
に
「
別
録
云
、
作
人
姓
名
、
使
相
与
語
。
是
寄
辞
於
其
人
。
故
荘
子

、
『

有
寓
言
篇
（
別
録
に
云
わ
く
、
人
の
姓
名
を
作
り
て
、
相
与
の
語
を
使
う
、
と
。
是
れ
辞
を

其
の
人
に
寄
す
。
故
に
荘
子
に
寓
言
篇
有
り

」
と
見
え
る
〕
相
与
の
義
無
し

」
と
『
史
記

）

）

』

（

、

『

』

「

」

雕
題

の
注
釈
を
引
い
て
い
る

た
だ
し

履
軒
自
筆
本

史
記
雕
題

に
は

空
言
無
実

の
前
の
「
寓
言
」
の
語
は
見
え
な
い

。
な
お
、
寺
門
日
出
男
「

史
記
会
注
考
証
』
撰
述
に

）

『

見
ら
れ
る
非
学
問
性

埋
も
れ
た
中
井
履
軒
撰

史
記
雕
題

中
国
研
究
集
刊

日
号

総

―

『

』
」（『

』

〔

九
号

、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は
履
軒
の
説
が
履
軒
の
名
前
を
冠
す
る
こ
と
な

〕

く
瀧
川
氏
の
自
説
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
項
目
も
数
多
く
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

藤
居

岳
人
（
ふ
じ
い
・
た
け
と
）

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
。
専
門
は
中
国
思
想
史
、
日
本

思
想
史
。
著
書
に
『
懐
徳
堂
儒
学
の
研
究

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
六
月

、

』

）

共
著
に
『
教
養
と
し
て
の
中
国
古
典

（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一

』

八
年
四
月

『
中
国
思
想
基
本
用
語
集

（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

）
、

』

）
、

「

」（
『

』

、

二
〇
年
三
月

主
要
論
文
に

龍
野
藩
の
儒
者
と
中
井
竹
山
と

懐
徳

第
八
八
号

二
〇
二
〇
年
一
月
）
な
ど
。


